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一般倉庫の1.5倍想定
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 ・ 溶接継手( ・　                )　・ 機械式継手( ・　                ) 

 ・ 重ね継手( ・D32以下 ・        )　・ ガス圧接　( ・        ・        ) 

 ・ 溶接継手( ・　                )　・ 機械式継手( ・　                ) 

 ・ 重ね継手( ・D25以下 ・        )　・ ガス圧接　( ・D29以上 ・        ) 

 ・ 溶接継手( ・　                )　・ 機械式継手( ・　                ) 

 ・ 溶接継手( ・　                )　・ 機械式継手( ・　                ) 

 ・ 重ね継手( ・D16以下 ・        )　・ ガス圧接　( ・D19以上 ・　 　   )

土圧壁等

基礎スラブ

　帯筋、あばら筋 

認定を受けた鉄筋

（JIS G 3112）

建築基準法に基づき
帯筋、あばら筋

　主筋

　主筋

　主筋

　・ 

　・ 

　・ 

　・ 

　・ 

　・ 

　・ D19以上

　・ D16以下

　・ 

　・ SD490

　・ SD390

　・ SD345

　・ SD295

呼び径(mm)使用部位記　号種　類

　・ S16以下

異形鉄筋

 N/m /cm2

(5.2.1) 

(4.5.1) 

2

 ・ 無し  ・ 有り (     )増築の有無

層間変形角の限界値 X方向：1/100    　 Y方向：1/100

X方向：1/200     　Y方向：1/200

躯体クリアランス
EXP.J部の

大地震時

中地震時

 層間変形角など
設計用 

d 積載荷重 (N/m )

・ 無し  ・ 有り (長期：　　短期：　　)低減 

単位重量

設計積雪

・ 多雪区域外  ・ 多雪区域区域

0　　上記のC には、重要度係数を含まない。

　　　　一次設計：C =0.2、二次設計：C =1.0

　X方向：R =       Y方向：R =

　第 　種地盤　T = 　　sec ( ・  施行令　・ 実測 )

　標準せん断力係数

　振動特性係数 

　地盤種別

　地域係数
a　地震力

0　速度圧 q=0.6EV0  V =               m/s  

  ・ Ⅰ  ・ Ⅱ  ・ Ⅲ  ・ Ⅳ

  基準風速

  地表面粗度区分

1.0 tt

(5.3.4) 

(5.3.5) 

(5.4.2)(5.4.9) 

(5.3.7) 

(各部配筋 参考図 1.3) 

(各部配筋 参考図 1.4, 2.2, 3.2) 

(5.2.2) 

(4.2.2) 

(4.3.4) 

(4.3.5) 

(4.3.3) 

(4.3.3) 

(4.3.6) 

(4.5.4) 

(4.5.5) 

杭主筋

梁主筋

柱主筋

継手工法と適用径の範囲部位

       鉄線の径（mm）  　  ・ 6.0　・ 4.5

       網目の寸法（mm）　　・ 100　・ 150

  種類と鉄線の形状　種類：レギュラー溶接金網　　鉄線の形状：丸鉄線

b 風圧力 (N/m )

(3.2.3)(表3.2.1) 

0.60

［代表的なものを記載］

Ⅱ

c 積雪荷重 (N/m )2

2

 構造概要

2

c

0

一 般 事 項

3章  土 工 事

5章  鉄 筋 工 事

4章  地 業 工 事

 型枠

 打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地の寸法、位置、形状

 レディーミクストコンクリートの類別

 帯筋

 基礎梁主筋の継手位置

 各部配筋

 圧接及び圧接完了後の抜取試験

 かぶり厚さ及び間隔

 継手

 溶接金網(JIS G 3551)

 鉄筋

 試験など

 既成コンクリート杭地業

 場所打ちコンクリート杭地業

 周辺環境に対する配慮

 山留めの設置、余剰泥土の抑制

 埋戻し及び盛土

 地盤調査資料

 その他

 計算法

 外力など

1.0

(6.2.1)(表6.2.1) 

(6.8.1) 

(6.8.2) 

(6.11.1) 

 無筋コンクリート7

5  寒中コンクリート

 暑中コンクリート

2 2

6

構 造 設 計 概 要

(3.3.1) 

 周辺環境に対する配慮

 地盤改良

(4.6.3) 

(4.6.5) 

(4.6.4) 

 砂利および捨てコンクリート地業等

4

5

6

7

 鋼管杭
　　a　工法：

　Z=  ・ 1.2  ・ 1.0  ・ 0.9  ・ 0.8  ・ 0.7

46

耐圧スラブ

α=1.0割増し

-

20

　・ D29以上

 ・ 重ね継手( ・D16以下 ・        )　・ ガス圧接　( ・D19以上 ・　　　  )

2

20mm以上とする。

　・ OT685

3

3

2 2

1

AE

高AE

AE

適用範囲セメント 混和剤（cm）
スランプ

基準強度
設計

3(t/m )

気乾単位
容積質量

2種

1種

1.7

1.9

軽量

種類

高炉B

フロー

21

21

21

・21 普通

普通

普通・36

・21

-

-

-

普通

6章 コンクリート工事
 コンクリートの強度、スランプ、材料など

AE8 普通・24 -

・33

混和材

全ての躯体

土間コンクリート

(6.10.1)(6.13.2)(6.14.1)(6.15.2) 

(6.2.1)(6.2.2)(6.2.3)(6.2.4)(6.3.1)(6.3.2)

2(N/mm )

高AE

高AE

AE

AE

高AE

21

21

18

18

18

18・21

普通

普通

普通

普通

普通

・30

・30

・27

・24

・33

-

-

-

-

-

-

高AE21 普通・39 -

普通 高AE

0

高AE -

普通15・18 AE - 捨てコン

(6.12.1) 

　　種 別  ・ A種　・ B種　・ C種　・ D種　・ 改良土

　　表中の良質土とは原則として、粘土分の少ない砂質土とする。

　　山留め設置に伴う余剰泥土の発生については、その抑制、低減を図り、産業廃棄物の低減に

　　努めること。

　　施工に際してベントナイト液、セメント系固化材などの類を使用する工事を行う場合は、

　　周辺地域の井水や地下水に対して影響を与えないことや、セメント系材料により現状地盤

　　に汚染を生じなさせないことを、六価クロム溶出試験などにより事前に確認し、監理者に

　　報告すること。

　　・ 試験杭 　・ 最初の1本 　・ (  4  )本   位置は構造図による

　　・ 杭の鉛直載荷試験    (     )箇所　位置及び載荷荷重等は構造図による 　

　　　　　　　　　　試験の方法、報告書の記載事項等は構造図による

　　・ 杭の水平載荷試験    (     )箇所  位置及び載荷荷重等は構造図による 　

　　　　　　　　　　試験の方法、報告書の記載事項等は構造図による

　　・ 地盤の平板載荷試験　(     )箇所  位置及び載荷荷重等は構造図による 　

　　　　　　　　　　試験の方法、報告書の記載事項等は構造図による

　　・ 支持層の確認 (監理者・施工者立合いの上、地盤改良の支持層到達を確認すること)　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　a　工法：　・ 打込み工法

　　　　　　 　　 打込み機械  ・ 油圧ハンマー  ・ ディーゼルハンマー

  　　　　　　　　プレボーリングの併用　掘削深さ　・ 構造図による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掘削径  ・ 構造図による

  　　　　　　　　推定支持力算定方法  ・ 構造図による

     　　　　　・ セメントミルク工法

　　　　　　　　　支持地盤への掘削深さは1.5m、杭の根入れ深さは1.0mとする。

　　　　　     ・ 特定埋込杭工法

　　　　　      　建築基準法に基づく埋込杭工法とし、杭材料は指定又は認定条件に適合する

　　　　　　　　　もの。

　　　　       ・ プレボーリング拡大根固め工法　　　周辺固定液 ・ 有 ・ 無

　　　　       ・ 中堀拡大根固め工法

　　b　種類： PHC杭

　　       ・ PHC杭　コンクリート強度( ・ Fc85  ・ Fc105  ・ Fc123)

　　                 種別( ・ A種  ・ B種  ・ C種)

　　       ・ ST杭　コンクリート強度( ・ Fc85  ・ Fc105  ・ Fc123)

　　                 種別( ・ A種  ・ B種  ・ C種)

　　       ・ 節付PHC杭　コンクリート強度( ・ Fc80 ・ Fc85 ・ Fc105 ・ Fc123)

　　                 種別( ・ A種  ・ B種  ・ C種)

　　          PRC杭

　　       ・ PRC杭　コンクリート強度( ・ Fc85  ・ Fc105  ・ Fc123)

　　                 種別( ・Ⅰ種  ・ Ⅱ種  ・ Ⅲ種  ・ Ⅳ種  ・ Ⅴ種  ・ Ⅵ種)

　　       ・ 節付PRC杭　コンクリート強度( ・ Fc85  ・ Fc105  ・ Fc123)

　　                 種別( ・Ⅰ種  ・ Ⅱ種  ・ Ⅲ種  ・ Ⅳ種  ・ Ⅴ種  ・ Ⅵ種)

　　       ・ SC杭　コンクリート強度( ・ Fc85  ・ Fc105  ・ Fc123)

　　                 鋼種( ・ SKK400,STK400  ・ SKK490,STK490)

　　c　杭先端部の形状： ・ 開放形 ・ 半開放形 ・ 閉塞形 ・ 構造図による

　　d　継手の工法：     ・ アーク溶接     ・ 無溶接

　　                   アーク溶接を行う場合は、溶接管理を鉄骨工事に準じて行うこと

　　                   無溶接継手は指定性能評価機関による性能評価品とすること

　　e　杭端板の引張対応：    ・ する(構造図による)　 ・ しない

　　f　杭頭処理：  ・ レベル止め  ・ 切りそろえ(主筋は基礎スラブに定着)

　　g　杭頭補強：  ・ 構造図による

　　h　支持地盤：  ・ 構造図による

　　i　施工精度：　 杭の水平方向の位置のずれの精度

　　               ・ 100mm  ・　　　 mm

　　j  根固め部の強度確認および出来形確認：　・ 行う　・ 行わない

　　                  方法　・ 未固結試料採取　・ コアボーリングおよびボアソナー

　　 　　　　　　　　 場所　・ 試掘（本数： 本）　・ 本杭（本数： 本）

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　具体的な確認方法については協議による

　　この図面に記載されていない事項は、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)国土交通省大臣

　　官房官庁営繕部監修(最新版)による。

　　特記および標準仕様書に記載されていない事項については、(社)日本建築学会建築工事標準

　　仕様書(JASS)に準拠する他、(財)日本建築センター、(社)日本建築学会などの各種規準、

　　指針などに準拠する。

　　項目の番号に 　 印のついたものを採用する。

　　特記事項は、・ 印の付いているものを適用する。・ 印のない場合は、・ を適用する。

　　 ・ と ・ のついた場合は、共に適用する。

　　a　工法： ・ アースドリル工法 ・ リバース工法 ・ オールケーシング工法

　　             杭頭鋼管巻き 　    ・ 有( ・ SKK400  ・ SKK490)  ・ 無

　　             拡　　底     　    ・ 有  ・ 無

　　             拡底部の工法 　・ アースドリル工法  ・ リバース工法

　　             リバース工法スタンドパイプの建込方法 ・ 油圧ジャッキ ・ ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏｰ

　　　　      ・ 深礎工法  ・ 手掘り  ・ 機械堀り

　　b　材料など：

　　　　　　　帯筋  ・ 各部配筋参考図 2.2 帯筋 ④(ロ)による　・ 構造図による

　　　　　　　鉄筋かごの補強材の材質            ・ SS400　・ 　　　

　　　　　　　スペーサーが鋼板の場合の材質　　・ SS400　 　　　

　　　　　　　鉄筋のかぶり厚さ　・100mm　　・ 150mm　・ 200mm(手掘り深礎)

　　　　　　　セメント　 ・ 高炉セメントB種　 ・ 　　　

　　　　　　　コンクリートの設計基準強度（N/mm ） ・ 24 ・ 27 ・ 30 ・ 33 ・ 　　　

　　　　　　　コンクリートの種別　 ・ A種(無水掘りの場合)　・ B種(左記以外)

　　　　　　　スランプ　 ・ 18　・ 21

　　　　　　　コンクリートの打込に支障の恐れがある場合は、監督職員の承諾を受けて

　　　　　　　所要スランプを21cmとすることができる。

　　c　孔壁測定：  ・ 5本に1本  ・ 全数  ・ 　

　　d　スライム処理：スライム処理は、砂分離装置およびスライム除去装置を用いて行う

　　 　　　　　安定液の回収液砂分率　・ 3％以下

　　 　　　　　測定頻度　・ 全数

　　 　　　　　　ただし、砂層が少ない地層構成の場合、試験杭の結果から監理者と協議

　　 　　　　　　の上省略できる 　

　　e　支持地盤：　・ 構造図による 　

　　f　施工精度：　杭の水平方向の位置のずれの

　　 　　　　　　　・ 100mm  ・　　　mm

　　a　砂及び砂利地業：厚さ(mm）　   ・ 60 ( 下記以外 )

　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ・    ( 休憩室の土間コンクリート )

　　b　捨コンクリート地業：厚さ(mm） ・ 50 ( 土に接する躯体全て )

　　　　　　　　　 　  　　　　　　　・    (　　  　　　　　　　　　　)

　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ・  　(　　  　　　　　　　　　　)

　　c　床下防湿層： 適用  ・ 有   ・ 無

　                  範囲  ・ 意匠図による

　　　　　　　　　　種類  ・ ポリエチレンフィルムｔ=0.15㎜　 ・ 意匠図による

     ・浅層混合処理工法   　適用範囲、仕様は構造図による

     ・深層混合処理工法   　適用範囲、仕様は構造図による

     ・ラップルコンクリート

     特殊地業の施工に際しては、3章4に示す内容について確認し、監理者に報告すること。

     

a　継手の工法

　b　継手の位置

　　・ 各部配筋 参考図による　・ 構造図による

　c　隣り合う継手の位置

　　・ 表5.3.3による　・ 構造図による

　　・ 構造図による（先組み工法等で柱、梁の主筋を同一箇所に設ける場合）

　　・ S-02 構造特記仕様書（２）の「海水の作用を受けるコンクリートの仕様」による。

　　

　　鉄筋ガス圧接事業者は、(社)日本鉄筋継手協会認定の優良圧接会社とする。　　

　　圧接完了後の抜取試験は超音波探傷試験または引張試験とする。

　　各部の配筋は構造図による。

　　構造図に記載無きものは標準仕様書の各部配筋参考図による。

　・ 図 1.5 による（基礎梁にスラブがつかない独立基礎の場合など）

　・ 図 1.6 による（基礎梁にスラブがつく独立基礎の場合など）

　・ 図 1.7 による（連続基礎及びべた基礎の場合など）

　・ あばら筋組立の形

　　　a　帯筋　    ・ H形  ・ W-Ⅰ形  ・ SP形  ・ 丸形

　　　　 　　　　　・ 電気抵抗溶接閉鎖形(建築基準法に基づき認定を受けた帯筋)

　　　　　　　　　 　(仕口部分はSRC造ではW-Ⅰ形、RC造ではH形とする)

　　　b　あばら筋　・ 各部配筋 参考図 3.2(1)、基礎梁は1.4 による

　　 　            ・ 電気抵抗溶接閉鎖形（建築基準法に基づき認定を受けたあばら筋）

　　セメント凡例

　　普通：普通ポルトランドセメント、高炉B：高炉セメントB種、

　　低熱：低熱ポルトランドセメント、中庸熱：中庸熱ポルトランドセメント

　　混和剤凡例

　　AE：AE剤またはAE減水剤、高AE：高性能AE減水剤、流：流動化剤

　　混和材凡例

　　フライ：フライアッシュ、スラグ：高炉スラグ微粉末、

　　シリカ：シリカフューム、膨張材、防錆材、防水材

　　フローコンクリートは「コンクリート充填鋼管（CFT）造技術基準・同解説の運用及び

　　計算例等」（社）新都市ハウジング協会による。

　a スランプ値

　Fc≦30N/mm の場合で配合管理強度が33N/mm 以上となる場合のスランプは21cmとする。

　また、打設時の距離、時間などによるスランプの変化がコンクリートの性能に支障が無い

　ように配慮すること。必要に応じてスランプ値などを変更する場合は監理者の承諾を受け

　ること。

　b 水セメント比

　　・公共建築工事標準仕様書による。

　　・55％以下

　　・50％以下

　c 単位水量

　　・185kg/m 以下

　d 単位セメント量

　　・270kg/m 以上

　e 再生骨材および高炉スラグ骨材の使用

　　再生骨材および高炉スラグ骨材を以下の部位に使用する｡ なお、使用する再生骨材の品質

　　については、監理者の承諾を受けること｡

　　・ 捨てコンクリート    ・ 土間コンクリート    ・

　f マスコンクリート

　　マスコンクリートの計画に際しては、セメントの水和熱による温度上昇で有害なひび割れ

　　が発生しないように、打設時の温度解析等に基づき、セメントの種類の選定、調合計画、

　　打設計画、養生計画を行い 監理者の承諾を受けること。

　g 減水剤の仕様について

　　表中の減水剤の適用は、設計としての性能を意図するもので、調合強度により必要とされ

　　る減水剤については、建設地で供給可能な仕様を採用すること。

　・Ⅰ類（JIS Q 1001及び1011に基づき、JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・Ⅱ類（上記以外のJIS A 5308に適合したコンクリート）

　・意匠図による

　　誘発目地と水平打継ぎ目地の深さは同一とし、増打ち厚さの中で設ける。

　　化粧目 地の深さは、誘発目地の深さ-10㎜とする。

　　a 増打ち厚さ

　　　増打ち厚さは意匠図による他、下記による。

　　　（ ・ 20㎜　　・ 25㎜　　・　0㎜）

　　　（ ・  0㎜　　・ 　㎜）

　　　下記の場合は、内部に増打ちを施す。

　　　　打ち放し、塗装仕上げなどあらわしとなる仕上げの部分 （ ・ 10㎜　・　㎜）

　　　　外壁面の内側　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（ ・ 10㎜　・　㎜）

　　　　デッキプレートのかかり代となる梁の側面　  　　   　（ ・ 10㎜　・　㎜）

　　　耐久性上不利な箇所 （ ・ 10㎜　　・　　㎜）

　　　耐久性上不利な箇所の増打ちは、特記の増打ちに外内部の増打ちを加えたものとする。

　　　　　　耐久性上不利な箇所の増打ちは、目地底から増打ち寸法を確保する。

　　b せき板の材料（c項に該当するもの以外）

　　　・コンクリート型枠用合板

　　　（日本農林規格による品質表示：　・ B-C　　・　　　　　）

　　　（板　　厚：　・ 12㎜　　・        　　　）

　　　（樹　　種：　・ 複合合板　・　　　　     　　）

　　c 化粧打放し仕上げのせき板

　　　・ 金属製型枠パネル

　　　・ コンクリート型枠用合板（日本農林規格による表面加工品）

　　　 　厚さ（ ・ 12㎜　   ・　　　　）

　　　 　木目、色あいなどの選別： ・ 要　・ 不要

　　　 　金属セパレーターはすべて切断し防錆処理を行う。

　　　・ その他（　　　　　　　　　　　　　　    　　　　）

　　d せき板の再使用

　　　せき板は支障のない限り再使用可能とするが、化粧打放し仕上げなど仕上げ面の品質

　　　に影響する場合の再使用は、コンクリート表面の仕上がりに支障がないものとし、

　　　監理者の承諾を受ける。

　・適用する  ・適用しない

  　適用する期間　：　・ JASS5による。

　　　　　　　　　　　・　　月　　日～　　月　　日

　・適用する  ・適用しない

　　構造体強度補正値（S）：　・6 N/mm　　　　・　　　N/mm

　適用箇所　・ 6.14.1による。

　かさ上げコンクリート、防水押えコンクリートには、溶接金網φ6@100程度の補強を施す。

　　a　構造種別　地上部 ：  ・ RC造　・ S造　・ SRC造　・ その他(　　)

 　　　　　　　　地下部 ：  ・ RC造　・ S造　・ SRC造　・ その他(　　　　　　)

　　b　重要度係数　   　Ｉ＝　・ 1.0  ・ 1.25  ・ 1.5

　　 　重要度係数の適用　・ 2次設計のみ　・ 1次･2次設計とも

　　 　　　　　　　　　　・ 1次設計の柱壁量の割増し

　　c　基礎種別　・ 杭基礎 　 ( ・ 場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 鋼管杭 )

　　　　　　　 　・ 直接基礎  ( ・ べた基礎  ・ 布基礎　・　独立基礎)

　　d　支持層    ： 構造図による

　　・ 許容応力度計算　 (耐震設計の計算ルート：  1  　)

　　・ 許容応力度等計算 (耐震設計の計算ルート：　2  　)

　　・ 保有水平耐力計算 (耐震設計の計算ルート：  3　　)

　　・ その他の計算法 (国交告第474号の『特定畜舎等建築物』による)

　　・ 大臣認定   ( ・ 高層　・ 免震　・ その他 (　　　　　　　　))

　　・ 無

　　・ 有　・ 敷地内で本工事のために行われた調査資料

   　　　　・ 敷地内で既存に行われた調査資料

　　　　   ・ 近隣敷地での調査資料

   　　　　・ 標準貫入試験　・ 平板載荷試験

   　　　　・ 孔内水平載荷試験　・ 現場透水試験

   　　　　・ PS検層　・ 常時微動測定　・ 揚水試験

   　　　　・ 物理試験　・ 一軸圧縮試験　・ 三軸圧縮試験

   　　　　・ 圧密試験　・ 動的変形特性試験　・ 液状化の判定

   　　　　・ その他 (                        )

150

外　部

内　部

Ｎ－ＥＣＳパイル工法

　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ・    ( 倉庫の土間コンクリート )200

　・ 表5.3.6による　・ 構造図による

　　ただし、増打ちが10㎜以上ある場合は、耐久性上有効な仕上げとみなし、表5.3.6を適用する。

　　誘発目地などにより最小断面となる部分のかぶり厚さは、目地底から算定する。

　　ただし、表の適用は目地以外の部分の仕上げによるとし、表の仕上げ有を適用する。

　　軽量コンクリートで、土に接する部分のかぶり厚さは、表5.3.6の値に10㎜を加えた値とする。

　　高炉セメントB種を用いる部分のかぶり厚さは、表5.3.6の値に10㎜を加えた値とする。

　・ 特殊な鉄筋継手のあき(　                                    )
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一 級 建 築 士 大 臣 登 録 第376384号

沖 縄 県 浦 添 市 勢 理 客 3-2-24-201

令和６年度（仮称）新港ふ頭9号上屋建替工事（建築）

　本建物は計画地が海岸線から150m以内のため、コンクリートは以下の規基準等に

　　※１）『構造計画・施工計画・建築設備計画の留意事項 平成24年4月／沖縄県土木建築部』

　　※２）『建築工事標準仕様書・同解説JASS5鉄筋コンクリート工事 2022／日本建築学会』

1

　　準塩害環境（汀線から70～150m程度の範囲)の長期
※2)

 コンクリートの仕様
※2)

セメントの種類

耐久性設計基準強度

水セメント比の最大値

普通ポルトランドセメント

39N/mm

55%

2

高炉セメントB種

36N/mm

55%

2

 最小かぶり厚さ

部　　位

海水および飛来塩分の影響を受ける部分

基礎

最小かぶり厚さ

50mm

80mm

設計かぶり厚さ

65mm

90mm

（本件では基礎、土間コンを除く全ての部位）

※2)

※1)

 スランプ
　　15cmとする。

※1)

 ひび割れ誘発などの目地部
　　目地部によるかぶり付加は考慮しなくて良い

　　ただし、目地部は遮塩性のあるシーリング材などで埋めること。

室内側

外部側

梁下端

打継ぎ目地

P 〃 〃 〃 P

外部側

室内側

P≒2500

15

1
5

10

15

1
0

1
5

t=160

t=160

EW16
EW16

内部・外部

タテ目地

ヨコ目地

ひび割れ誘発目地要領

外部側ひび割れ誘発目地

室内側ひび割れ誘発目地

外部側 室内側

梁下端

支保工

コンクリート

１） 鉄骨建方時は、棟部が下がらない様、支保工を設けること。

２） 柱下部のコンクリートを打設し、設計基準強度の発現を確認後に支保工を撤去すること。

　　ただし、高性能AE減水剤を使用する場合はこの限りでない。

Y1 Y7

8

7

6

4

・ 1回  ・ 2回 

・ 1回  ・ 2回 

・ 1回  ・ 2回 

・ 1回  ・ 2回 

工   場 工 事 現 場

一般部分（貫通スリーブ内を含む）

工事現場接合部 

工事現場建方後塗装できない部分 

部   位 

(7.8.2)(7.8.3)(18.2.3)(表18.2.2)(18.3.2～3)(表18.3.1) 

(14.2.2)(表14.2.2)(18.2.4)(表18.2.3)(表18.3.2) 

(7.9.2)(7.9.3) 

(7.2.6) 

　　a　耐火被覆材の種別、性能および施工箇所などは意匠図特記による。

 錆止め塗装

 溶融亜鉛めっき

 耐火被覆

 建築用ターンバックル(JIS A 5540)

9

3

2

1

(7.6.12) 

(7.12.5) 

(7.4.2) 

(7.2.1) 

(7.1.3) 

(7.2.2)(7.2.3)(7.2.4)(7.7.1) 

設 備 関 係7章  鉄 骨 工 事
 鉄骨製作工場

 鋼材

 ボルトの種類

 試験及び検査

10

11

(7.10.2) 

 その他

 工事現場での建方精度及び測定時期

　　・溶接部の試験

　　　完全溶込み溶接部の非破壊試験の受入検査は下記による。

　　　a　試験の種類　 ・ 超音波探傷試験    ・ 外観検査

　　　　　　　　　　　・ 突合せ継手の食い違い仕口のずれ

　　　b 試験の規準は、(社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」、

　　　　「建築工事標準仕様書JASS6」、「鉄骨精度測定指針」及び鉄骨製作管理技術者

　　　　登録機構「突合せ継手の食い違い 仕口のずれの検査・補強マニュアル」による。

　　　　

　　　c 工場溶接の検査率　・ 7.6.12の方法　AOQL　    ・ 2.5％  ・ 4.0％

　　　　　　　                             検査水準　・ 第6水準

　　　　　　              ・ その他の方法 　 ・ 100％

　　　　ただし、抜取検査は、工場溶接部の品質が社内検査により安定しており、工程平均

　　　　不良率が十分小さいことを前提としている。この前提条件を満足しない可能性がある

　　　　場合は、監理者と協議のうえ社内検査率を定める。

　　　d 工事現場溶接の検査率は100％とする。

　　　e 継手、仕口部のずれの検査率は、「検査・補強マニュアル」3.5.2による。

　　　　　・ 抜取り検査①  ・ 抜取り検査②

　　　f 検査技術者は、下記の技能資格を有する者とする。

　　　　建築鉄骨超音波検査技術者：(社)鉄骨技術者教育センターの認定者

　　　　JIS Z 2305レベル3またはレベル2：(社)日本非破壊検査協会の認定者

　　　　レベル2技術者が受入検査を行った場合の試験結果の合否判定は、

　　　　レベル3技術者が行うものとする。

　　　　

　　・高力ボルトすべり係数試験

　　　　・不要　　・要

　　・溶融亜鉛めっき高力ボルトのすべり係数試験

　　　　・不要　　・要

　　　ただし、摩擦面にブラスト処理以外の処理を施す場合は、すべり耐力試験を実施する。

　　　

　　・現寸検査

　　　フィルム現寸図により実施する。

　　・試作品検査

　　　a 試作品検査は、指定された柱等について組立溶接した製品1台、本溶接の完了した製品

　　　　1台について実施する。製作精度は、(社)日本建築学会「建築工事標準仕様書JASS6」

　　　　及び「鉄骨精度測定指針」による。

　　　b 上記以外の方法で試作品検査を行う場合は、試作品検査要領書を提出し、監理者の

　　　　承諾を受ける。

　　　c 組立溶接した製品及び本溶接が完了した製品は､監理者の承諾を受けて本工事に使用

　　　　できる。

　　　d 試作品検査の時期は、製作工程の初期とする。

　　・製品検査(受入検査)

　　　寸法精度の受入検査は、(社)日本建築学会「建築工事標準仕様書JASS6」及び「鉄骨精度

　　　測定指針」により行う。なお、以下のいずれの方法の場合においても社内検査記録が全数

　　　あることを前提とする。

　　　　・書類検査1と対物検査1

　　　　・書類検査1と対物検査2(7章1の製作工場による場合)

　　　ただし、溶融亜鉛めっき部材については、めっき前とめっき後に検査を行う。

　　　めっき後の検査の項目は、寸法精度、摩擦面の処理状態、めっき量とする。

　　・ 指定製作工場による。

　　・ 建築基準法第68条の26(構造方法等の認定)に基づく国土交通大臣認定工場とし、

　　　  分類は(・ H　・ M )グレード以上とする。

　　鋼材は規格品とし、証明書付きとする。

　　a　形鋼、鋼板　 ・ SS400

　　　　　　　　　　・ SM400A  　・ SM400B  　・ SM400C

　　　　　　　　　　・ SM490A  　・ SM490B  　・ SM490C

　　　　　　　　　　・ SN400A  　・ SN400B  　・ SN400C

　　　　　　　　　　・ SN490B  　・ SN490C(ダイヤフラム)

　　b　鋼　　管  　 ・ STK400  　・ STK490

　　　　　　　　　　・ STKN400W  ・ STKN400B  ・ STKN490B

　　c　角形鋼管　　 ・ STKR400 　・ STKR490

　　　　　　　　　　・ BCR295(SN400B)

　　　　　　　　　　・ BCP235( ・ SN400B　・ SN400C )

　　　　　　　　　　・ BCP325( ・ SN490B  ・ SN490C )

　　　　　　　　　　・ SHC400B(SN400B) ・ SHC490B(SN490B)

　　d　軽量形鋼　 　・ SSC400

　　e　TMCP鋼　 　　・ TMCP325B   ・ TMCP325C

　　　　　　　　　　・ TMCP355B   ・ TMCP355C

　　f　耐火鋼(FR鋼) ・ SM400A-FR  ・ SM490A-FR

　　g　その他

　電炉鋼材の取扱いについて

　　　SN材規格品のうち、電炉鋼材を下記の部位に使用する場合は、JIS規格以外に、

　　　それぞれ下記の条件を満足することをミルシートにて確認すること。

　　　なお、メーカー選定にあたり、下記仕様の材料供給が可能かどうか、工場の品質管理記録

　　　を取り寄せ、事前に確認すること。

　　電炉厚板

　　　板厚方向に引張を受ける部位に使用する場合(C材)

　　　　板厚≦40㎜　S≦0.008％

　　　         　 　シャルピー吸収エネルギー(0℃) VEo≧100J

　　　          　　板厚方向絞り　RA≧25％

　　電炉広幅平鋼

　　　板厚方向に引張を受ける部位に使用する場合(C材)

　　　　板厚≦32㎜　S≦0.008％

　　　          　　シャルピー吸収エネルギー(0℃) VEo≧100J

　　　          　　板厚方向絞り　RA≧25％

　　　板厚方向には引張を受けないが、梁端部、柱端部など塑性化を許容する部位に使用する

　　　場合(B材)

　　　　板厚≦32㎜　S≦0.015％

　　　          　　シャルピー吸収エネルギー平均値(0℃) VEo≧100J

　　　          　　シャルピー吸収エネルギー最小値(0℃) VEo≧ 70J

　a　高力ボルト　　 ・ トルシア形高力ボルト(S10T)

　               　 ・ JIS形高力ボルト(F10T)

　                　・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト(F8T相当)

　　　　　　　　　　・ 耐火鋼高力ボルト(・トルシア形高力ボルト・JIS形高力ボルト)

　　　　　　　　　　・ 耐候性鋼高力ボルト(・トルシア形高力ボルト・JIS形高力ボルト)

　b　普通ボルト　 　・ 六角ボルト、六角ナット

　c　アンカーボルト ・ SNR400B ( ・ 転造ねじ[ABR400]　・ 切削ねじ[ABM400])

　　　　　　        ・ SNR490B ( ・ 転造ねじ[ABR490]　・ 切削ねじ[ABM490])

　　　　        　　・ SS400　　・ SS490

　　　　　　        　 転造ねじ：JIS B 1220 構造用転造両ねじアンカーボルトセット

　　　　        　　　 切削ねじ：JIS B 1221 構造用切削両ねじアンカーボルトセット

　d　スタッドボルト ・ 頭付きスタッド  ・ ねじ付き溶接スタッド

　

　　　　        　・ 

　　胴の種類　・ 割わく式  ・ パイプ式

　　ボルトの種類　・ 羽子板ボルト  ・ 両ねじボルト

　　a　鉄面の素地ごしらえ  ・ A種 ・ B種 ・ C種

　　b　塗料種別       ・ JIS K 5625：シアナミド鉛さび止めペイント(1種・2種)

    　　　　　　　　　・ JIS K 5674：鉛･クロムフリーさび止めペイント(1種［溶剤系］)

　　c　塗装回数

　　　塗料種別がJIS K 5625の場合は、塗装回数1回の場合は1種とし、2回の場合は1回目

　　　を1種、2回目を2種とする。塗装回数2回の場合は1回目と2回目の色を変える。

　　d　塗膜厚の検査    ・ 要       ・ 不要

　　e  張付け工法、巻付け工法など、吹付け工法以外の耐火被覆を施す面についても、

　  　 上記 a～dの錆止め塗装の仕様とする。

　　f　吹付け工法の場合の錆止め塗装の有無

　　　・ 有

　　　・ 外周部架構のみ有(その他は無し)

　　　・ 無

　　　吹付け工法を施す面の錆止め塗料の塗布回数は1回とし、吹付けが行われる時点より、

　　　1ヶ月以上前に塗布し、完全塗膜が形成されることを確認する。また、吹付け前に

　　　アクリル系のプライマー処理を施して付着力を増すこと。

　　a 亜鉛めっき面の錆止め塗料については意匠図特記による。

　　b 溶融亜鉛めっきの二重防食塗装

　　　　・ 不要　　・ 必要　(適用範囲：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　(社)日本溶融亜鉛鍍金協会で定める塗装仕様

 　     素地ごしらえ：スウィーププラスト

 　     中　　塗　　：ポリウレタン樹脂塗料用中塗(30μm)

　　c ボルト接合部の摩擦面処理

　　　　・ ブラスト処理　　・ りん酸塩処理など

　　d 適用範囲：　・ 屋外露出鉄骨部　　・全て

　　　　　　　　　・ 屋外および屋内に露出する全て

　　　　　　　　　ただし、内壁あるいは天井で囲まれる部分および、コンクリートに被覆

　　　　　　　　　される部分は不要とする。

　　建方精度は、（社）日本建築学会「建築工事標準仕様書JASS6」及び「鉄骨精度測定指針」

　　により行い、測定時期は下記による。

　　・ 建方完了時  ・ 高力ボルト締完了時  ・ 工事現場溶接完了時  ・ 屋根葺完了時

　　・エレベーターのレール受け及び中間ビームなどは意匠図による。

　　・中空成形セメント版など取付けファスナーは意匠図による。

　　・設備架台、配管受けなどは意匠図による。

　　・その他の乾式仕上げ材などの下地鉄骨は意匠図による。

　　・仕上げ部材などに取合う鉄骨部材について

　　　・仕上げ部材を取付けるためのピース、仮設部材などは工場取付けを原則とする。

　　　・現場取り付けとする場合は、捨てプレートを工場にてセットするか、鉄骨工事の 現場

　　 ・溶接技能者により取付けること。

　　　・施工者は、鉄骨製作の段階で仕上げ取り合いなどを十部に検討の上、施工すること。

　　令第129条の2の3の事項

　　　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法

　　　による。

　　　・ 建築設備(昇降機を除く)、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の

　　　　 おそれがないものとすること。

　　　・ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

　　　　 建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に

　　　　 緊結すること。

　　　・ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋

　　　　 コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

　　　・ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上

　　　　 とした鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、

　　　　 石造、若しくはコンクリートブロック造とすること。

　　　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、以下の構造とする。

　　　・ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

　　　　 構造とすること。

　　　・ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブ

　　　　 を設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　　　・ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、

　　　　 伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　　　 　　　・ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等、

　　　　 有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　　　・ 給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上

　　　　 支障のない構造とし、H12建告第1388号第5を満足すること。

　　　・ 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他

　　　　 これらに類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他

　　　　 の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

ハイベースＮＥＯ工法(センクシア)

5  小梁のガセットプレートの溶接

・ 在来工法

・ ハイスキップ工法(断続隅肉溶接工法、UHEC評定－構30002)

　　

 　    下　　塗　　：亜鉛めっき面用エポキシ樹脂塗料(35μm)

 　     上　　塗　　：ポリウレタン樹脂塗料用塗(25μm)

鉄骨建方時の留意点

海水の作用を受けるコンクリートの仕様

　準拠して仕様を定める。

　　（増打ちは不要で、躯体内に目地を設ける）。

 塩害環境の区分

2

3

4

5

X11 通りのみ

X2 ～ X13 通り

　　　　(NDI－UT3種または2種の資格者は、レベル3または2資格者と同等とする。)

　　e 溶融亜鉛めっき部の完全溶込み溶接は裏はつり溶接とする、あるいは裏当て金の

　　　組立溶接に未溶接部ができないようにする、小梁等のガセットプレートの取付けは

　 回し溶接するなど、めっき工程において不めっき部が生じないように配慮すること。

　 



一級建築士 第280016号・構造設計一級建築士 第7496号　小林弘典

イン・オリジン一級建築士事務所（福岡県知事登録 第1-60659号）

管 理 建 築 士 設　　　　 計 製　　　　図

資 格 者 氏 名

登　録　番　号

所    在    地

名　　　　 称

摘　　   要

検　　　 印

図 面 名 称

縮　　　 尺

図 面 番 号

設

工 事 名 称

工 事 場 所

発 注 機 関

工 事 年 度

　那覇港管理組合 企画建設部 計画建設課

（株）翁長設計

鉄筋コンクリート造配筋標準図(1)
A1:S=1/ - A3:S=1/ -

那覇市港町1丁目5番地、204番地

S-

計

者

03

吉 田 　康 平

一 級 建 築 士 大 臣 登 録 第376384号

沖 縄 県 浦 添 市 勢 理 客 3-2-24-201

令和６年度（仮称）新港ふ頭9号上屋建替工事（建築）

壁壁

床

180°フック

折曲げ角度折曲げ形状

90°

余長4d以上

d

90°フック

135°フック

D

d
d

D

D

余
長
6d
以
上

余
長

8
d
以

上

180°

135°

90°

3d以上

4d以上

5d以上

5d以上

6d以上

D25以下

D41以下

D19～D41

D16以下

SD345

D29～D41

SD390

SD490

鉄筋の種類
鉄筋の径に 鉄筋の折曲げ

d

余
長
4d
以
上

余
長

4
d
以

上

幅止め筋

よる区分 内法直径(D)

図2-2-3 幅止め筋の形状

余
長

余
長

上下スラブ付

L
1
h
※

余
長

※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。

図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状

フックをつける

D41

D38

D35

D32

D29

D25

D19

D22

D16

37

26

47

29

43

22

33

40

62

48

19

44

53

33

57

32

38

32

109

100

93

85

77

67

59

54

51

(d)

呼び名
最外径

主筋のあき

aの最小値

2段筋の間隔

P2の最小値

余長

40d

1d 溶接長さ 1d

d

1d

溶接長さ

1d

L形梁

ア矢視図

a≧135°,180°

柱 梁

a≧135°,180°

a

a

a

フック位置は原則
として交互にする

フック位置は原則
として交互にする

当該床のコンクリート

(1)柱 (2)大梁・小梁

梁下端近傍

柱中央近傍

梁天端近傍

カットオフ筋先端近傍

P2

@2000程度 @2000程度

は、全域で@2000程度とする。

打設前に取付ける

H
o
/
2

H
o
/
2

H
o

・大梁主筋の2段筋を端部と中央で通し配筋とする場合

D=3d以上

3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験

　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。

2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を

　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。

§2 鉄筋加工共通事項

1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。

2-1 折曲げ形状・寸法

表2-1 折曲げ形状・寸法

(図中  印)

 (フックの形状は180°フックとする)

(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合

1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

2-2 鉄筋のフック

(b)梁(基礎梁を除く)(a)柱

図2-2-1 フックが必要な重ね継手

2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法

(4)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)

(3)あばら筋、帯筋(フック形状は2-3による)および幅止め筋(フック形状は図2-2-3による)

図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)

図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)

図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状(溶接閉鎖形の場合)

図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領

・スラブと同時に打ち込むT形、L形梁のキャップタイ末端部は本図によってもよい。

図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)

4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。

1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍

　以上とする。

2-4 主筋のあき・2段筋の間隔

2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。

2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置

図2-5-1 2段筋位置保持金物の配置例

図2-5-2 2段筋位置保持金物の形状例

表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)

あばら筋・副あばら筋の形状

図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の

(注) 1.片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる　

　場合には、余長は4d以上とする。

2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の

　90°フックと同じとする。

a最外径 最外径

間隔 P2

a

P
2

a

(1)柱 (2)梁

図2-4 柱梁主筋のあきと間隔

保持金物はスペーサー
または両側の2段筋に
緊結し、支持する

余
長

5d(両面)

　　　　10d(片面)

ア ア D10 11 32 43

D13 15 32 47

10d(片面)
5d(両面)
10d(片面)

1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に

　合わせて適宜判断すること。

端部近傍

1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状、寸法は、図3-3-4による。

余長

T形梁

・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。

フレア溶接

P
2

P
2

P
2

梁下端
2段筋位置保持金物

柱主筋
2段筋位置保持金物

梁上端
2段筋位置保持金物

溶接位置は原則
として交互にする

溶接位置は原則
として交互にする 溶接位置は原則

として交互にする

柱 梁

P
2

P
2

a

寄せ筋を示す

a

壁

柱

梁

　(フックの形状は180°フックとする)

(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部

図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋

梁

(注)

(フック角度は180°、
 135°、90°の
 いずれとしてもよい)

L
1
h
※

余
長

フックをつける
(フック角度は180°、
 135°、90°の
 いずれとしてもよい)

・ビード形状は表3-1-3による。

・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを使用する場合、フックの余長は8d以上とする。

保持金物

・スラブが取り付く側のキャップタイ末端部は、90°フックとしてよい。

・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。

・鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。

2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。

3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確認　

　すること。

5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。

　は折曲げ開始点を示す。

この開始点位置は、以下の図面において共通とする。

5d(両面)
10d(片面)

　　　　　5d(両面)

・　印、 印は2段筋位置保持金物位置を示す。

軽量 Fc=18N/mm²以上 36N/mm²以下

1. コンクリート 普通 Fc=18N/mm²以上 60N/mm²以下

SD490の鉄筋を使用する部位に軽量コンクリートを用いない。

SD490の鉄筋を使用する場合はFc=24N/mm²以上

SD390の鉄筋を使用する場合はFc=21N/mm²以上

規格番号 種類の記号規格名称

SD345, SD390

SD295

SD490

鉄筋コンクリート用棒鋼JIS G 3112

2. 鉄筋

異形鉄筋はD41以下とする。

3. 溶接金網 溶接金網および鉄筋格子は、JIS G 3551

(溶接金網および鉄筋格子)に適合するものを使用する。   および鉄筋格子

7.本配筋標準図に　　印を記した項目は、適用しない。

　(～程度、～以下、＠、Pと表記しているものを除く)

6.図表中の寸法の値は最小値を示し、当該寸法以上を確保することを原則とする。

4.構造図に記載された事項は、本配筋標準図に優先して適用するものとする。

§1 一般事項

3.本配筋標準図は表1-1に示すコンクリートおよび鉄筋を使用する鉄筋工事に適用する。

　高強度せん断補強筋を使用する場合は、構造図(伏図、軸組図、部材リスト、詳細図等の

  図面を示す)による。

表1-1 適用範囲

8.杭に関する事項は、構造図による。

5.本配筋標準図において、｢監理者に確認｣、｢監理者に承認｣と記載された内容は、監理者

　が設計者と協議し、設計者が承認した結果を示す。

2.本配筋標準図は、

　・｢公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)｣

　　(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)

　・｢鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説(2018版)｣

　　(日本建築学会)

　・｢建築工事標準仕様書・同解説JASS5鉄筋コンクリート工事(2022年版)｣

　　(日本建築学会)

　・｢鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(2021版)第2刷｣

　　(日本建築学会)

　を参考に作成している。

(5)杭基礎のベース筋

単杭の場合は、監理者と協議すること。

・原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。

　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。

1.本配筋標準図(2023年版)は、(一社)日本建設業連合会と(一社)日本建築構造技術者協会

　が協働で作成した鉄筋コンクリート造の配筋標準図である。

SD295 折曲げ開始点

折曲げ開始点

・フレア溶接は、折曲げ開始点、鉄筋材端から1d以上離すこと。

フレア溶接
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溶接される鉄筋の種類

E4316,E4915,E4916等の低水素系溶接棒

表3-1-4 フレア溶接に用いる鉄筋と溶接材料の組み合わせ

被覆アーク溶接棒の種類

JIS　Z　3211

ソリッドワイヤの種類

JIS　Z　3312

E4915,E4916等の低水素系溶接棒

1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。

3-2 定着

　ただし、小梁、スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。

表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h

下端筋定着長さ

の種類
鉄筋 小梁

18～60

スラブ

直線定着長さ　L3

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

L3

フック付定着長さ　L3h

d
d

定着起点折曲げ開始点

8
d

余
長

定着起点

2.「－」は適用範囲外を示す。

3. <　>は片持ち部材の場合を示す。

1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、応力伝達用とする。

　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。

3-3 その他の継手および定着

2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。

表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h

直線定着長さ　L2

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

L2

フック付定着長さ　L2h

d

L2h

d

定着起点折曲げ開始点

8
d

余
長

定着起点

定着長さ

L2：直線定着

の種類

Fc(N/mm²)

18 21 ～鉄筋
36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

L2h：フック付定着

<90°フック

のみ>

90°フックの場合※

※フックを135°フック、180°フックとする
　場合のフック形状は表2-1による。

3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着、継手要領は、図3-3-4による。

4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。

重ね継手50d
1.5巻

余長12d

(a)応力伝達用

1.5Pかつ150

(b)ひび割れ幅制御用

Pかつ100P P

図3-3-1 溶接金網の重ね継手

タイプA タイプB

図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面

図3-3-3 溶接金網の定着

2本以上

1.5Pかつ150

余長6d
余長6d

図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領

(b)角形スパイラル筋

重ね継手末端定着

135°折曲げ 90°折曲げ余長12d

余長6d または135°折曲げ余長6d

1.5巻

(a)円形スパイラル筋

重ね継手末端定着

135°折曲げ 90°折曲げ余長12d

余長6d または135°折曲げ余長6d

重ね継手50d

余長6d 余長6d

余長12d圧接の場合

主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合

400

L1

L1/2程度

主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合

L1/2

SD295

SD345

YGW11

YGW13

YGW12

YGW15

YGW16

YGW19

YGW18

40d 35d 30d 30d 25d 25d

25d30d30d35d35d40dSD345

SD390 40d 40d 35d 35d 30d

40d 40d 35d45dSD490

30d 25d 20d 20d 15d 15d

15d20d20d25d25d30dSD345

SD390 30d 30d 20d25d 25d

SD490

30d 30d 25d35d

SD345

SD390

20d 10dかつ

150mm

<25d>

10dSD345

SD390

(注) 1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブの上端

　　　筋を含む)

2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ

　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)

3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。

Lb
L2

余
長

2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。

<25d>

部位

Fc(N/mm²)

―

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La

小梁及びスラブの上端筋の

の種類

Fc(N/mm²)

18 21 ～鉄筋
36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

梁内折曲げ定着の投影長さ Lb

SD345

SD390

SD490

SD345

SD390

SD490

20d 15d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 20d 15d 15d 15d

20d 20d 20d 15d 15d

25d 25d 20d 20d

15d 15d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 15d 15d 15d

L2
(ただし、柱せいの3/4以上)

余
長

表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb

5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h

  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余

  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則

  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。

図3-1-2 隣り合う継手位置

8
d

8
d

L1

(ただし、梁幅の1/2以上)

柱せい

梁幅

L3：直線定着

L3h：フック付定着

折曲げ定着長さ

50

L3 L1

5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。

4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。

3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。

　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)

表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h

§3 継手および定着

1.対象とする継手は重ね継手、ガス圧接継手、フレア溶接継手とし、その他(機械式継手、

　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。

3-1 継手

6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋、基礎スラブ筋、壁筋に適用する。

　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき重ね継手とする鉄筋の

　間隔は、0.2L1かつ150mm以下とする。(図3-1-3)

7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議

　すること。

8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。

9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし

　て、7㎜以下とする。

10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。

11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材

　 料は、表3-1-4による。

12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で

   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。

13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。

床

あきaを確保する

床梁 梁

上下重ね継手水平重ね継手

L1/2 L1/2

継手位置

L1h

重ね継手長さ

L1：フックなし

L1h:フック付 の種類

Fc(N/mm²)

18 21 ～

SD295

鉄筋
36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

直線重ね継手の長さ　L1

フック付重ね継手の長さ　L1h

180°フックの場合 ※

折曲げ開始点 折曲げ開始点

※フックを135°フック、90°フック
　とする場合のフック形状は

d
d

表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状

ガス圧接

片面の場合

フレア

溶接

両面の場合

溶接のビード幅

鉄筋径d 最小値

　表2-1による。

45d 40d 35d 35d 30d 30d

SD345 50d 45d 40d 35d 35d 30d

SD390 50d 45d 40d 40d 35d

SD490 55d 50d 45d 40d

35d 30d 25d 25d 20d 20d

SD345 35d 30d 30d 25d 25d 20d

SD390 35d 35d 30d 30d 25d

40d 35d 35d 30d

圧接面

d

圧接面

1.4d以上
(1.5d以上)

1.1d以上

(1.2d以上)

圧接面形状

2mm以下

d

1d 10d以上 1d

d

1d 5d以上 1d

16

13

10

8

7

6

図3-1-1 梁主筋の重ね継手

L (ビード幅)

dd

d

θ
θ≦2°

d/4以下

d
/
5
以

下

圧接面

h
2

h
1

Δh=h1-h2≦d/5以下

d

圧接面

圧接面

( )内は、

SD490の場

合に適用

する

原則として

鉄筋は、

D16以下と

する

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。(注)

(注)

(注)

異形鉄筋

P

2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。

SD490

<90°　　フック

 のみ>

L1h/2 L1h/2

継手位置

ふくらみの直径・長さ 片ふくらみ

圧接面のずれ 鉄筋中心の偏心量

折れ曲がり

4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ

　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、

  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。

2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。

表3-1-1 直線重ね継手長さの指示

□

構造計算を保有水平耐力計

算等で実施したため、建築

基準法施行令第73条の適用

を除外する。　

上記以外

指示欄

□

構造計算方法

表3-1-2による。

表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用

する場合は、50d)とする。

直線重ね継手長さ

L1

0
.
2
 
L
1
か

つ

1
5
0
㎜

以
下

あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。

0
～

1
m
m

　

図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手

L1h

L1h/2程度

L1h

L1h/2 L1hL1h

SD295

曲げ加工した鉄筋に使用する場合、折曲げ開始点から

フレア溶接末端を1d以上離すこと

SD295

SD295

SD295

SD295

SD295

SD295



一級建築士 第280016号・構造設計一級建築士 第7496号　小林弘典
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設
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工 事 年 度
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（株）翁長設計

鉄筋コンクリート造配筋標準図(3)
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0

50 50

5
0

70

50

7
0

5
0

5
0

FL

5050

7070
70 70

7
0

7
0

7
0

70

50 50

5
0

3
0

4
0

5
0

7
0

4
0

5
0

a

d

a b

b

b

d

c

c

a

c

または

P

300以下 300以下
P

5
0
0
程

度

P
P

P

300以下

P

300以下

P

P

D

P
P

2
0
0
程

度
2
0
0
程

度

5.断熱材打込み時の鉄筋サポートは断熱材用の製品(プレート付き)を使用するか、または鉄

　筋サポート下に樹脂バットを設置し、断熱材にめりこまないようにする。

4.スペーサー(ドーナツ形)は縦使いを原則とする。梁の側面の場合、スペーサーを設置する

　腹筋と近傍のあばら筋を動かぬよう緊結させる。

2.鉄筋サポート、スペーサーの種類は設計基準強度以上のコンクリート製、モルタル製また　

　は鋼製を使用する。柱、梁、基礎、基礎梁、壁、地下外壁の側面のスペーサーはプラス　　

　チック製でもよい。

1.鉄筋サポート、スペーサーのサイズは設計かぶり厚さを満足するものを使用する。

4-2 鉄筋サポート・スペーサー・結束線

6.鋼製鉄筋サポートは在来型枠との接触面に防錆処理を施した製品を使用する。

7.結束線は内側に折り曲げることを原則とする。

柱・梁

(a)梁(片側スラブ付の場合)

Pは1500程度とする。

(b)梁(両側スラブ付の場合)

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

梁(片側スラブ付の場合) 梁(両側スラブ付の場合)

D≦1000　1辺に2個

c いずれとしてもよい。

鉄筋サポート

スペーサー

D＞1000　1辺に3個(ただし、Dが500毎に1個追加する)

3.鉄筋サポート、スペーサーの数量、配置は図4-2-1、図4-2-2、図4-2-3、図4-2-4による。

図4-2-1 柱・梁の鉄筋サポート・スペーサーの取付け要領

壁

図4-2-2 壁のスペーサーの取付け要領

梁(一般階) 梁(地下階)

基礎梁(基礎スラブ付の場合) 基礎梁(基礎スラブのつかない場合)

擁壁・ドライエリア 免震材料の上部・下部躯体

上部躯体

免震材料

下部躯体

(屋外) (屋内) (屋内)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

※4：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。

地階二重スラブ 土に接する構造スラブ・土間コンクリート

基礎スラブ

杭基礎 独立基礎

連続基礎・べた基礎

注)基礎下端筋のかぶり厚さは

　 杭天端からの寸法を示す

(屋外)

(屋内)

(屋外)

地業または断熱材

(屋内)

b または

(c)柱

鉄筋サポート

または

第一横筋位置

5
0

(屋内)

(屋外)

(屋内)

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

かんざし筋
(梁主筋と同径程度)

スペーサー

a a

bdb

f

b c

d b a

cac

b

h

f

c

aa

c

b

d

b

d

a

c

c

i k
i j

b b

k

i

d

d

f

d

d

f

f

d

f

f

c

c

f

e

d

d

e

f

c

f

f

d

d

k

c

dd

FL

基礎スラブ

土間コンクリート

※4

機械架台基礎

非耐力壁

(屋外)

(屋外)

(屋内)

(屋内)

(屋内)

(屋外)

(屋外) (屋外)

耐力壁

(屋外)

非耐力壁

c

4
0

4
0

3
0

3
0

一般階スラブ

(屋外) (屋内)

(屋外) (屋内)

Pは縦、横共1500程度とする。

・図中の      及び　　　は、土が接する部分を示す。

図4-1 部位別設計かぶり厚さ

非耐力壁

30 30

40

4
0

50

50 40

40 40

50 40

4
0

4
0

50 40

4
0

5
0

S-02 構造特記仕様書(２)による。

非耐力壁 機械架台基礎(屋外)

耐力壁 柱(一般階)

地下外壁 柱(地下階)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

(屋外) (屋内)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

耐久性上有効な

仕上げなし

(屋外) (屋内)

(屋内)

耐久性上有効な

仕上げあり

(断面)

(断面)

(断面)

40

(屋外) (屋内)

(屋内)

天井(ルーバー天井

など外気が侵入する

場合はbとする)

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

壁前後のスペーサー位置は、縦方向、横方向のいずれかの間隔を200程度とすればよい。

50

5
0

§4 かぶり厚さ
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Lx/4 Lx/4

梁幅 B

15d 15d(Ly-Lx/2)

※3

※3

※1

50mm程度以下 15d 15d

15d 15d(Ly-Lx/2)

※3

※3

※1

15d 15d

Lx:短辺方向内法寸法

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)

1.採用するタイプは、基礎に浮き上がりが生じない場合はＡ1、Ｂ1、浮き上がりが生じる

　場合はＡ2とし、配置は構造図による。

5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

Ly:長辺方向内法寸法

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

図5-4-2 その他の基礎スラブの場合(タイプＢ1)

梁幅 B
Lx:短辺方向内法寸法

Ly:長辺方向内法寸法

(a)定着およびカットオフ筋長さ

(b)継手位置

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

B/2

2.基礎スラブの第1鉄筋は基礎梁のコンクリート面より50mm程度の位置とする。

L2h

B/2

L2h

L
2

P
1

P
1

L
2

P
1

P2 L2

P
1

P
1 P2

L2

(1)側柱交差部

3.隅柱交差部は、両方向の基礎主筋を連続して配置する。

2.中柱交差部における基礎主筋を連続する方向は構造図による。

§5 基礎

1.連続基礎の側柱交差部は、外周部の基礎主筋を連続して配置する。

5-1 独立基礎

・P1、P2は設計配筋間隔とする。

(3)隅柱交差部

図5-1 独立基礎

5-2 連続基礎

第1基礎主筋

P2/2以内

配力筋(通し)

配力筋(定着)

・ハッチ部は基礎梁、柱を示す。

基礎筋の上下の位置
関係は構造図による

はかま筋

基礎筋

5-3 杭基礎

基
礎

筋

図5-3-1 1本杭の場合

図5-3-2 2本杭以上の場合

基礎主筋

配力筋
(定着)

基礎主筋

配力筋
(通し)

基礎主筋

配力筋(定着)

基礎主筋

第1基礎主筋

P1/2以内

基礎筋

は
か

ま
筋

はかま筋がない場合

基礎筋の上下の位置関係
は構造図による

はかま筋

通し筋または柱へL2定着

はかま筋がある場合

図5-2-1 連続基礎

はかま筋がない場合 はかま筋がある場合

受け筋D13以上

通し筋または柱、梁へL2定着

連続基礎主筋

連続基礎配力筋

2
0
d
(
フ

ッ
ク

付
)

1
0
0
0
程

度
1
0
0
0
程

度
1
0
0
0
程

度

1000程度 1000程度 1000程度

□ 上端鉄筋サポート 

■ 下端鉄筋サポート 

l
x

100以下

1000以下

1000程度 1000程度

1000以下

100以下

図4-2-3 基礎の鉄筋サポートの取付け要領

スラブ

上端筋側 下端筋側

(
ス

ラ
ブ

の
短

辺
方

向
の

内
法

長
さ

)

図4-2-4 スラブの鉄筋サポートの取付け要領

(3000x3000程度の場合)

上
端

鉄
筋

サ
ポ

－
ト

1
0
0
以

下

1
0
0
0
以

下1
0
0
0
程

度
1
0
0
0
程

度 1
0
0
0
以

下

1
0
0
以

下

基礎

8
d

余
長

8
d

余
長

余
長

余
長

Lx/4 Lx/4

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を

    B/2以上確保する。

50mm程度以下

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

   ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を

    B/2以上確保する。

基礎筋の上下の位置
関係は構造図による

8
d

8
d

2
0
d

ly

(スラブの長辺方向の内法長さ)
鉄筋サポ－ト

基
礎

筋
は

か
ま

筋

Lx/4 Lx/4

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4

Lx(Ly)

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4

Lx(Ly)

※2

※2

梁幅 B

15d 15d(Ly-Lx/2)

※3

※3

※1

50mm程度以下 15d 15d

Lx:短辺方向内法寸法

Ly:長辺方向内法寸法
B/2

8
d

余
長

直
線

定
着

 
L
2

Lx/4 Lx/4

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4

Lx(Ly)

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ2)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

図5-4-1 べた基礎の耐圧スラブなどの場合(タイプＡ1・タイプＡ2)

(c)継手位置

Lx/4Lx/4

2
0
d

2
0
d

2
0
d

基礎主筋

1
段

筋
は

※3(　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

(地震時などに基礎に浮き上がりが生じる場合)

下
端

鉄
筋

サ
ポ

－
ト

上端

下端鉄筋サポ－ト

A

L2

配力筋

はかま筋
はかま筋

A 断面図

配力筋

(2)中柱交差部

基礎主筋 基礎主筋

基礎主筋

B

L2 L2

L2かつB/2

L2かつB/2

・基礎スラブの配筋が左右で同じ場合、通し配筋としてよい。

図5-4-3 基礎スラブが梁下で連続する場合の定着

梁
基礎スラブ

L
2

L
2

B/2

8dかつ150かつ

8dかつ150かつB/2

梁幅 B

図5-4-4 幅の小さい梁への定着要領

(L2hが確保できない場合)

P2

P2

図5-2-2 連続基礎(交差部)

L2

L
2

L2
基礎主筋

8d

8d

8d

D
/
2

D
/
2

D1
0
d

1
0
d

8d

基礎筋末端部のフック角度は

90°以上とする

※2 下端1段筋の定着は、曲げ上げ後定着(L2)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を

    B/2以上確保する。

はかま筋

※
※

※10dのdは基礎筋の呼び径を示す。

※
2
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6-3 基礎梁と基礎の取合い部補強要領

基礎梁あばら筋
と同径、同間隔

L
2

D

梁
幅

梁
幅

0＜D≦200 200＜D≦1000

図6-3 取合い部補強要領

D16-@200 D16-@200

D16-@200

1.基礎梁と基礎の取合い部補強要領は構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-3に

　よる。

2.取合い部補強の幅は、基礎梁と同じとする。

D16-@200

L2

D
L
2
h

L
2

L
2

L
2
h

基礎梁あばら筋

Lo/6 Lo/2 Lo/4 Lo/2Lo/4 Lo/4

Lo Lo

終端(外端) 連続端(内端) 連続端(内端)

基礎大梁 基礎大梁

図6-2-3 基礎小梁が連続梁の場合(タイプＢ1)

20d

Lo/6 2Lo/3

Lo

15d15d

Lo/4 Lo/4Lo/2
終端(端部) 終端(端部)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

Lo/6

Lo基礎大梁 基礎大梁

Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo/6

(b)継手位置

図6-2-4 基礎小梁が単独梁の場合(タイプＢ2)

基礎大梁

(b)継手位置

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

20d

Lo/6

20d 20d

Lo/6 7Lo/12 Lo/4

Lo

15d15d

Lo/4 Lo/4Lo/2

終端(外端)

20d 20d

Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo

15d15d

Lo/4 Lo/4Lo/2

(a)定着およびカットオフ筋長さ

連続端(内端) 連続端(内端)

連続端(内端)

梁 基礎小梁

8dかつ150かつB/2

8dかつ150かつB/2

梁幅 B

図6-2-5 幅の小さい梁への定着要領

B
LbかつB/2

L
2

8
d

8
d

L
2

B
LbかつB/2

L
2

8
d

LbかつB/2 Lo/6 7Lo/12 Lo/4

Lo/4
15d

Lo/2 Lo/4

B Lo

15d

20d 20d

基礎大梁

Lo/4 Lo/2 Lo/4

20d 20d

Lo

Lo/4 Lo/2 Lo/4

15d 15d

Lo/6 Lo/2 Lo/4 Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo Lo

Lo/6 2Lo/3 Lo/6

Lo/4
15d

Lo/2 Lo/4

B Lo

15d

20d 20d

Lo/4 Lo/2 Lo/4
Lo/6 Lo/6

Lo

終端(外端)

1.採用するタイプは、基礎小梁が連続する場合はＡ1、Ｂ1、連続しない場合はＡ2、Ｂ2と

　し、配置は構造図による。

6-2 基礎小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

連続端(内端)

図6-2-1 基礎小梁が連続梁の場合(タイプＡ1)

図6-2-2 基礎小梁が単独梁の場合(タイプＡ2)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

連続端(内端)連続端(内端)

終端(外端) 連続端(内端)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

連続端(内端)

2段筋

2段筋

(b)継手位置

基礎大梁

終端(端部)終端(端部)

基礎大梁 基礎大梁

(a)定着およびカットオフ筋長さ

(b)継手位置

LbかつB/2

L
2

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

8
d

余
長

8
d

L
2

LbかつB/2

LbかつB/2

L
2

8
d

余
長

余
長

8
d

L
2

D

15d 15d

Lo

Lo/4 Lo/4

D

15d 15d

D

Laかつ3D/4

20d 20d

L2

Laかつ3D/4

Lo

Lo/4 Lo/4

15d 15d

Lo

Lo/4 Lo/4

§6 基礎梁
6-1 基礎大梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

1.採用するタイプは、基礎に浮き上がりが生じない場合はＡ1、Ｂ1、Ｃ1、浮き上がりが生

　じる場合はＡ1、Ｂ2、Ｃ2とし、配置は構造図による。

(c)継手位置

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＣ1)

図6-1-3 杭基礎・独立基礎の場合(タイプＣ1・タイプＣ2)

図6-1-1 べた基礎・連続基礎の場合(タイプＡ1)

(c)継手位置

図6-1-2 杭基礎・独立基礎の場合(タイプＢ1・タイプＢ2)

(b)継手位置

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)

15d 15d

20d 20d

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

2.柱を介して連続する基礎梁の主筋本数が異なる場合は、通し筋以外の基礎梁主筋を柱内に

　定着する。または柱コンクリート面より定着長さをとって反対側の梁内に定着する。

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)

8
d

8
d

直
線

定
着

 
L
2

Lo/2 Lo/4Lo/4

Lo/2 Lo/4Lo/4

余
長

余
長

Lo/2 Lo/4Lo/4

Lo

Lo

L2

L2

8
d

8
d

Lo/2 Lo/4Lo/4

余
長

余
長

L2

L2

Laかつ3D/4

8
d

8
d

余
長

Lo/2 Lo/4Lo/4

Lo

Lo/2 Lo/4Lo/4

2段筋はL2

Laかつ3D/4

L
2

L
2

(Lbが確保できない場合)

と同径、同間隔

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

下図へ続く

上図へ続く

下図へ続く

上図へ続く

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

L
2

20d

20d

あばら筋を通す

(1)基礎大梁幅が柱幅より大きい柱脚の場合 (2)基礎大梁幅が柱幅より小さい柱脚の場合 

柱

基礎梁

柱

基礎梁

6-4 基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領

　基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領は構造図による。

　構造図に記載のない場合は、図6-4による。

2段筋

8
dL
2

15d 15d

20d 20d

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ2)

Lo/2 Lo/4Lo/4

Lo

L2

余
長

8
d

Lo/2 Lo/4Lo/4Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

D

1
段

筋
は

直
線

定
着

 
L
2

D

15d 15d

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＣ2)

15d 15d

L2

Laかつ3D/4

余
長

8
d

Lo/2 Lo/4Lo/4

Lo

Lo/2 Lo/4Lo/4

Laかつ3D/4

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

1
段

筋
は

直
線

定
着

 
L
2

L2

L2

3.カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-1-1、図6-1-2、

　図6-1-3による。

1
段

筋
は

(地震時などに基礎に浮き上がりが生じる場合)

余
長

(地震時などに基礎に浮き上がりが生じる場合)

余
長

終端(端部) 終端(端部)

余
長

余
長

余
長

余
長

終端(端部) 終端(端部)

LbかつB/2

LbかつB/2
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下側主筋

上側主筋

柱内拘束筋

折曲げ開始点

四隅部フック

L
2

図8-2-5 最上階柱頭補強(上に柱のない場合)

梁主筋は原則として通し筋とするが、鉄筋のあき寸法が確保できる場合は折曲げ定着とし

てもよい。直線定着とする場合は、監理者と協議すること。

8-3 梁主筋が真直ぐ通らない場合のおさまり

・あばら筋と同径@200以下に設け、交差部は上側となる梁主筋に設ける。

§8 大梁

・吊上げ筋は、折り曲げた主筋のすべてにかける。

図8-2-1 最上階の場合(上に柱のない場合)

1.梁主筋の柱への定着は原則として折曲げ定着とし、定着要領は構造図による。

構造図に記載のない場合は、図8-2-1、図8-2-2による。

2.下端筋の定着は、曲上げを原則とする。

曲上げ筋がおさまらず、曲下げとする場合(図中の破線)は、監理者と協議すること。

図8-1 大梁のカットオフ筋長さおよび継手位置

・中央部で両側カットオフ筋が重なる場合は通し筋としてもよい。
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図8-2-3　吊上げ筋の形状

図8-2-2 中間階の場合
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継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

8-2 梁主筋の柱への定着

1.カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図8-1による。

2.大梁継手位置は、図8-1による。

図8-2-4 ハンチ部配筋
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図7-1-1 柱主筋の定着およびカットオフ筋長さ
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図7-1-2 継手位置

仕口部

図7-2-1 柱の仕口部の範囲

図7-2-2 柱仕口部範囲の有無
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柱脚カットオフ筋
(柱脚のみに必要な鉄筋)

基準階梁天端

4.柱の仕口部帯筋の配筋要領は構造図による。

3.柱の仕口部帯筋の範囲は、図7-2-3による。

2.直交梁がない場合、柱の仕口部帯筋範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、

　仕口部帯筋配筋は適用しない。(図7-2-2)

1.柱の仕口部の範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、柱に取り付く全ての梁

　せいが重なる範囲を仕口部とする。(図7-2-1)

7-2 柱の仕口部(柱・梁接合部)

(2)柱脚カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も高い梁天端からHo/2+15d以上とする。

(1)柱頭カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も低い梁下端からHo/2+15d以上とする。

4.カットオフ筋長さは以下による。

(2)柱脚主筋の定着：柱に取り付く最も低い梁天端からL2以上かつ最も低い梁下端から15d

　以上とする。

(1)柱頭主筋の定着：柱に取り付く最も高い梁下端からL2以上かつ最も高い梁天端から15d

　以上とする。

3.柱主筋の定着は以下による。

2.Hoは柱の最大内法高さとする。

1.継手はガス圧接、重ね継手を示し、それ以外の継手の仕様は構造図による。

7-1 柱の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

§7 柱
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継手の好ましい位置
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ない場合は監理者と協議すること)
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2.柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合(図7-4-1)の梁上第1帯筋は、上階柱帯筋と同径の

　帯筋を2組重ねる。

1.柱主筋の折曲げ位置は、梁の主筋間隔内でとる。(図7-4-1)

7-4 柱主筋の折曲げ位置および帯筋
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(2)四隅以外の鉄筋
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2.柱脚部の定着は図7-3-2、図7-3-3による。

1.柱部の定着は図7-3-1による。

(1)べた基礎・連続基礎 (2)独立基礎

図7-3-2 最下階の柱の場合

(1)柱主筋を基礎筋上に自立させる場合 (2)柱主筋の支持方法を別途考慮する場合

図7-3-3 最下階の柱主筋の定着と支持方法

・柱の主筋で垂直に定着長さが確保できない
 場合には、左図による。
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・吊上げ筋はあばら筋とは別途設け、吊上げ筋の仕様は構造図による。

図7-2-3 仕口部帯筋の範囲と第1帯筋位置
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(a)定着およびカットオフ筋長さ

(b)継手位置
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100程度

B

(2)片持ち大梁(最上階)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

Laかつ3B/4

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

(a)定着およびカットオフ筋長さ

終端(外端) 連続端(内端) 連続端(内端)Lo Lo
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図9-1-1 小梁(連続小梁)

(b)継手位置

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

(a)定着およびカットオフ筋長さ
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図9-1-2 小梁(単独小梁)

(b)継手位置

大梁
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平面

図9-2-1 小梁と大梁の取合い

9-1 小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

§9 小梁・片持ち梁

9-2 小梁と大梁の取合い

1.小梁主筋の定着で垂直に余長が確保できない場合は、上端筋は斜め定着、下端筋は斜め

　定着あるいは水平定着としてもよい。

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)
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Laかつ ※柱主筋の基礎梁への定着長さは、L2hかつ原則として

　基礎下端筋の直上までとする。

※8dかつ
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第1帯筋は梁主筋直上
より割り付ける

1.本図は§6～8に示す規定をラ-メン形に集約したものである。

2.最上階大梁は中央カットオフ筋、中間階大梁は端部カットオフ筋、基礎梁は端部カットオフ筋(タイプC)の配筋を示す。

3.柱梁接合部に機械式定着工法を適用する場合、各機械式定着工法に定める規定を満足すること。

8-4 柱梁配筋概要図
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9-3 片持ち大梁・片持ち小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置
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　 寸法は構造図による。
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図8-4 柱梁配筋概要図

(Lbが確保できない場合)

下端筋継手位置 下端筋継手位置

上端筋継手位置

下図へ続く

上図へ続く

2段筋 2段筋

2段筋 2段筋

2段筋
2段筋

30程度30程度

15d

柱

梁

片持ち大梁

片持ち小梁

H
o

H
o
/
2

H
o
/
4

　　

L
2

L
2
h

4
0
0

(3)片持ち小梁

15d 2L/3

L

100程度

D

片持ち大梁 直
線

定
着

 
L
2

柱

終端(端部) 終端(端部)

Laかつ3D/4
第1あばら筋は柱面より割り付ける

L
2
か

つ
梁

下
か

ら
1
5
d

梁筋の定着は、投影長さが
柱せいの3/4を確保するよう
に折り曲げ定着する
下端筋は、原則として曲げ
上げる

 

梁上端筋ガス圧接継手

※段差梁の接続部では、段差寸法によっては

  高い方の梁上端からの寸法とした方がよい

j
t

L2

L2

梁主筋間隔jtの1/6以下

吊上げ筋

L2+5d

構造図による

L2+5
d

図9-3 片持ち梁

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4
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B B

L3 L3

・スラブの配筋が梁左右で同じ場合は通し筋としてもよい。

LbかつB/2

L
2

L3

余
長

8
d

図10-1-1 定着

(1)h＞50㎜かつスラブ下端筋が (2)スラブ下端筋が
梁主筋の下を通る場合梁主筋の上を通る場合

図10-3-1 スラブが梁側面に付く場合

(2)h＞50㎜かつスラブ下端筋が

B

t

LbかつB/2

B

h

LbかつB/2 LbかつB/2

8dかつB/2

th

b

(3)h＜t+70㎜かつスラブ下端筋が

梁主筋の上を通る場合

(4)h＜3t1かつt2＞t1

t2

t
1

h
L
2

h t

(a)カットオフ筋長さ

Lx

Lx/4 Lx/4

C L
L
x
/
4

L
x
/
4

L3

L2

8
d

L2

b≧t

L
2

b

L
2

D13かつスラブ筋以上

t
7
0
未

満

L3

D13かつスラブ上端筋と
同径、同間隔以上を  形配筋

h
L
2

b≧tかつ250㎜

・(1)～(3)は壁がない場合を、(4)は壁がある場合を示す。

図10-3-2 片側スラブが梁より上がる場合

・上記以外の場合は構造図による。

(1)h≧0かつスラブ筋下端筋が梁主筋の下を通る場合

(2)h＜t+70㎜かつスラブ下端筋が梁主筋の上を通る場合

h

t

7
0
未

満
L
2

D13かつ
スラブ上端筋と
同径、同間隔以上

D13かつ
スラブ上端筋と
同径、同間隔以上

h

L2

7
0
未

満
L
2

D13かつ
スラブ上端筋以上

・h≧t+70㎜の配筋要領は構造図による。

図10-3-3 梁の両側のスラブが上がる場合

L
3

D13かつ
スラブ筋以上

D13かつ
スラブ上端筋以上

L3

※

10-1 定着

§10 スラブ
10-3 高低差のある場合のスラブ筋のおさまり

10-2 カットオフ筋長さおよび継手位置

(1)0≦h≦50㎜かつスラブ下端筋が

梁主筋の下を通る場合

図10-3-4 スラブ中間部に高低差のある場合

(1)上端筋の継手 (2)下端筋の継手

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

(1)段差が小さい場合

t
H
≦

t
/
2

6H

(2)段差がスラブ厚程度の場合

D13以上

梁主筋の下を通る場合

・上記以外の場合は構造図による。

1.スラブ筋の定着は、図10-1-1による。

(b)継手位置

図10-2 カットオフ筋長さおよび継手位置

D13かつスラブ筋以上
D13かつスラブ筋以上

(H≦t/2) (t/2＜H≦2t)

L2かつB/2

L2かつB/2

B
L2

※スラブ上端筋の水平投影長さがLbかつB/2以上

　確保できない場合は(2)による。

L3

8dかつt2/2

L
2

梁

スラブ
L3

梁幅 B

B/2

8dかつ150かつ

図10-1-2 幅の小さい梁への定着要領

h

(Lbが確保できない場合)

L
3

余
長

8
d

余
長

8
d

t

D13以上

H
≦

2
t

L2h

3.片持ちスラブは、10-4による。

2.幅の小さい梁へ定着は、図10-1-2による。

Lx/4 Lx/4

L
x
/
4

L
x
/
4
+
1
5
d

1
0
0
以

下

t

L
x
/
4

L
x
/
4
+
1
5
d

1
0
0
以

下

Lx/4+15d Lx/4+15d

100以下100以下

t

L
y

Lx

L
x
/
4

1
5
d

L
x
/
4

1
5
d

Lx/2

L
y
-
L
x
/
2

Lx/4

15d

Lx/4

15d

D13以上かつ
受け筋

スラブ筋の最大径

下端筋 上端筋

CL

Lx=短辺内法長さ

Ly=長辺内法長さ

長
辺

方
向

Ⓑ
断

面
図

短辺方向Ⓐ断面図

□形配筋は
構造図による L2h

　片持ちスラブの梁への定着は、以下の通りの配筋とする。

  ただし、以下の配筋とする場合、連続スラブの配筋に留意すること。

10-4 片持ちスラブ

A

B

(a)隣接スラブと同一レベルの場合

(b)梁の中間にスラブが付く場合

(c)逆スラブの場合

100以下

100以下

2
5
d

La

8dかつB/2

8
d

L2

La

L2

10d

L2

8
d

柱列帯 柱間帯 柱列帯

柱
間

帯
柱

列
帯

柱
列

帯

B

A

図10-4-1 片持ちスラブの梁への定着

8
d

8
d

B

直線定着の場合は25d

100以下

10d
直線定着の場合は25d

先端小梁あばら筋と

片持ち梁

25d

形筋形状 平面

図9-4-1 片持ち梁と先端小梁のおさまり

B

L2

同径、同間隔の  形筋

先端小梁 片持ち梁

平面(上端筋)

25d

形筋形状

L3

B

L
3

片持ち梁

平面(下端筋)

図9-4-2 片持ち梁と先端小梁の出隅のおさまり

同径、同間隔の  形筋

先端小梁あばら筋と

8dかつ150かつB/2

9-4 片持ち梁・先端小梁のおさまり

柱

柱

柱

L2

通し筋とする

L3 L3

Lx

Lx/4 Lx/4

C L
L
x
/
4

L
x
/
4

長
辺

方
向

短
辺

方
向

長
辺

方
向

短
辺

方
向
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(2)直交補強筋タイプ(出隅部の配力筋と出隅受け部の主筋の両方を補強する)

ℓ1/2+L1(上端筋) ℓ1/2ℓ1

ℓ
2

出隅部の配力筋の補強配筋 出隅受け部の主筋の補強配筋

(1)斜め補強筋タイプ

15
00

(2)直交補強筋タイプ

750 750

1500

7
5
0

7
5
0

1
5
0
0

ℓ=1500
ℓ

5-D13-@100
(上端筋と下端筋の

ℓ=1500

ℓ

ℓ

1500
5-D13-@100

(上端筋と下端筋の間に入れる)

(1)斜め補強筋タイプ

ℓ1

ℓ2

柱の外面で囲まれる範囲

L2

片
持
ち
ス
ラ
ブ

出
隅
部

25
00 5-D13-@100

1250 1250

2500

1
2
5
0
1
2
5
0

2
5
0
0

上端筋間隔が@100以下

となるように3-D13に

より補強する

上端筋間隔が@100以下

となるように5-D13に

より補強する

上端筋間隔が@100以下

となるようにスラブ筋

と同径筋により補強する

入
隅
部

出
隅
部

柱
梁
内
ス
ラ
ブ

(1)斜め補強筋タイプ (2)直交補強筋タイプ

(1)斜め補強筋タイプ (2)直交補強筋タイプ

(1)斜め補強筋タイプ (2)直交補強筋タイプ

1500

小梁

750 750

1500

7
5
0

7
5
01
5
0
0

上端筋間隔が@100以下

となるように5-D13に

より補強する

基準階スラブ 屋根スラブ

図10-5-1 片持ちスラブ出隅部補強要領

図10-5-5 屋根スラブ入隅部補強要領

図10-5-4 屋根スラブ出隅部補強要領

図10-5-2 片持ちスラブ入隅部補強要領

入
隅
部

図10-5-3 片持ちスラブ入隅部補強要領

5-D13-@100
(上端筋と下端筋の間に入れる)

2.屋根スラブの出隅部および入隅部補強筋は構造図による。構造図に記載のない場合は図10-5-4、図10-5-5による。

1.片持ちスラブの出隅部および入隅部補強筋は構造図による。構造図に記載のない場合は図10-5-1、図10-5-2、図10-5-3による。

10-5 補強筋

ℓ1

ℓ
2

3-D13-@100

・ℓ1、ℓ2両片持ちスラブの配筋量の多い方の主筋と同径、

 同間隔とし、スラブ上端筋と下端筋の間に入れる。

・片持ちスラブの配力筋、ℓ1、ℓ2の範囲まで延長する。

・かぶり不足となる場合は(2)直交補強筋タイプとする。

間に入れる)

(上端筋と下端筋の
間に入れる)

(上端筋と下端筋の
間に入れる)

L
2

柱

L
1

L2

1
0
0
以

下

梁

L
1

L
2

L
2

1
0
0
以

下

L
1

図11-1-2 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法

柱

D

L
2

A部

L
2
h
か

つ

柱

L
1

・A部詳細は図11-1-5による。

図11-1-3 柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法

L
2

L
1

8dかつ150

帯筋またはあばら筋

壁筋

図11-1-5 A部鉄筋折曲げ形状と寸法

(1)シングル配筋の場合

L1

縦補強筋

横筋間隔が同じ場合

L2

縦補強筋

横筋間隔が異なる場合

L
2

L2

(2)ダブル配筋の場合

L
2

L1

B部

縦補強筋

L
2L
2

L2

L2

L2 L2

横筋間隔が同じ場合

(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図

縦補強筋 縦補強筋

壁縦筋が外側の場合 壁縦筋が内側の場合

図11-2-1 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)

スラブ横補強筋

L2

シングル配筋の場合

スラブ
横補強筋

L2L2

ダブル配筋の場合

スラブ

L2
横補強筋

スラブ横補強筋

L2L2

シングル配筋の場合 ダブル配筋の場合

図11-2-2 壁とスラブの接合部おさまり

横筋間隔が異なる場合

11-1 壁と柱・梁とのおさまり

3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面、梁面から100mm以下かつ柱主筋、梁主筋から設計間隔以内に

　配置する。

2.壁筋の柱、梁内の定着方法は、図11-1-2、図11-1-3、図11-1-4による。

1.壁筋の継手は、壁内とし、柱、梁内に設けない。

§11壁

11-2 壁と壁・スラブとのおさまり

2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。

1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。

投
影

長
さ

D
/
2

・壁筋が帯筋、あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150以上、帯筋、

 あばら筋内に定着する。

(1)柱に定着する場合 (2)梁へ定着する場合

D

(1)柱に定着する場合 (2)通し筋とする場合

(1)梁に定着する場合 (2)通し筋とする場合

(1)壁脚部

(2)壁頂部

L1

L
2
h
か

つ
投

影
長

さ
D
/
2

設
計

配
筋

間
隔

以
下

設
計

配
筋

間
隔

以
下

縦補強筋

B部

縦補強筋 縦補強筋

L2

≦P1 配筋間隔 P1 ≦P1

≦
P
2

配
筋

間
隔

 
P
2

≦
P
2

L
1

L2

柱主筋位置

梁主筋位置

柱主筋位置

柱 柱

梁

梁

梁主筋位置

図11-1-1 定着と継手

・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。

・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。

・図中のP1、P2は、壁筋の間隔を示す。

L
1

L
1

L1 L1

内側横筋は、
L2定着してもよい

内側縦筋は、
L2定着しても
よい

ℓ1/2+L3(下端筋)

ℓ
1
/
2
+
L
3
(
下

端
筋

)

ℓ
1
/
2
+
L
1
(
上

端
筋

)

出隅部分の
補強筋

ℓ
1
/
2

出隅受け部
補強筋

ℓ1≧ℓ2とする 1.ℓ1≧ℓ2とする

2.出隅受け部配筋は柱

  または梁にL1定着する

A部

・A部詳細は図11-1-5による。

図11-1-4 梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法

異形鉄筋スタッドを用いた納まり

5
0

5
0

5
0

5
0

50

梁との納まり 柱との納まり

・ＳＲＣ造の柱，梁の鉄骨に壁筋を緊結する場合に使用する。
・スタッドの施工仕様は特記仕様書による。

L L1
L
1

L 1
L 1 L1

L
1

1

図11-1-6 異形スタッドを用いた納まり（ＳＲＣ造）
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上スラブ※

基礎スラブ

L
2

基
礎

ス
ラ

ブ
直

上
ま

で

上スラブ※

基礎スラブ

L
2

Lo

Lo/4 Lo/2 Lo/4

(土が接する面)

屋内

横筋

図11-4-5 継手位置

H
o2
H
o
/
3

H
o
/
3

縦筋

屋内 (土が接する面)

図11-4-4 地下外壁と基礎梁の接合部おさまり

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

L1

L
1

か
ぶ
り
厚
さ

ダブル配筋

シングル配筋

L1

L
1

ダブル配筋

シングル配筋

角形開口 円形開口

図12-1-1 スラブ開口補強

角形開口 円形開口

図12-1-2 非耐力壁の内壁開口補強

1-D13

3.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下の場合、鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、

　または50mm以下でずらすことにより補強筋を省略することができる。ただし、開口部か

　ら設計かぶりを確保すること。

7.壁開口の最大径が両方向の配筋間隔以下の場合、鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、ま

  たは50mm以下でずらすことにより補強筋を省略することができる。ただし、開口部から

  設計かぶりを確保すること。

6.壁開口、スラブ開口が柱または梁に接する場合、接する柱、梁の部分には補強筋を省略で

　きる。(図12-1-4、図12-1-5)

5.耐力壁、非耐力壁の外壁および開口が連続する壁の場合の開口補強は構造図による。

4.一辺の最大寸法が700㎜以下の開口に対する非耐力壁の内壁の壁開口補強は、図12-1-2に

　よる。

2.開口が連続するスラブの場合および片持ちスラブに開口を設ける場合の補強は構造図に

　よる。

1.一辺の最大寸法が700㎜以下の開口に対するスラブ補強は、図12-1-1による。

§12 開口補強
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・A部詳細は図11-1-5による。

図11-4-3 壁上部のおさまり

地下外壁厚
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地下外壁
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図11-4-1 柱とのおさまり 図11-4-2 梁とのおさまり

4.土に接する側の縦筋、横筋は原則として柱、梁主筋の外側を通す。

11-4 地下外壁

3.e1は壁外面と柱外面のずれ、e2は壁外面と梁外面のずれを示し、e1、e2寸法は構造図に

  よる。

2.地下外壁の壁筋の継手は、地下外壁内とし、柱、梁に設けない。(図11-4-5)

1.地下外壁壁筋の定着は、図11-4-1、図11-4-2、図11-4-3、図11-4-4による。

e1、e2が70㎜以上の打増し部補強は、表13-1、表13-2-1及び表13-2-2による。
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12-1 スラブおよび非耐力壁
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図12-1-3 単独円形小開口の配筋要領

鉄筋を切断した場合
は切断した鉄筋量
以上を開口脇に配筋

(開口の大きさが、床壁の配筋間隔以下の場合)

・開口寸法がスラブの配筋間隔以下の小開口の補強は、図12-1-3による。

・開口寸法が壁の配筋間隔以下の小開口の補強は、図12-1-3による。
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図12-1-4 スラブ開口部が柱または梁に接する場合の配筋要領
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図12-1-5 壁開口部が柱または梁に接する場合の配筋要領
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・　　　は、土が接する部分を示す。 ・　　　は、土が接する部分を示す。

・A部詳細は図11-1-5による。

図11-3 壁端部・開口部小口補強

1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径、同間隔とする。

2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。
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(注)

3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する

　ことができる。

11-3 壁端部・開口部小口補強

ひび割れ防止筋

　　コンクリートの施工計画（打設、養生等）を立案し、作業を進めること。

注）本項に示す配筋は、ひび割れ抑制策の１つである。施工段階においても、ひび割れ抑制に留意した

・耐震壁のひび割れ防止筋は、次の通りとする。

梁内に２５ｄ定着させる。

①

②

③壁内全面に入るように配筋する。ただし、開口等に干渉する場合はこの限りでない。
④

斜め配筋(４５°)とし、鉄筋間隔は２００ｍｍ程度とする。

屋根面

屋根面

ＥＷ
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２ （梁内２５ｄ定着）

１ （斜め筋４５°）

３

３

（開口手前で止める）
Ａ

壁タテ筋

壁ヨコ筋

壁厚

Ａ －断面図

250mm 未満

鉄筋の本数及び径は、壁の厚さに応じて下表の通りとする。

250mm 以上

壁　厚

１ｘ３－Ｄ１３

２ｘ３－Ｄ１３

ひび割れ防止筋

⑤
⑥

４

壁タテ筋の内側に配筋する。
外壁の場合は、外部に面する壁タテ筋に配筋する。

（壁タテ筋の内側に配筋）

11-5 耐震壁のひび割れ防止筋
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11-6 耐震スリット
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柱

スリット材は、止水、不燃の完全スリット(30分耐火仕様)とする。

防錆処理はエポキシ樹脂又は溶融亜鉛めっきとする。

（巾は、壁の高さの1/100以上）

11-7 コンクリートブロック帳壁

注）継手部分は、必ずモルタルを充填すること。

注）ｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く
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一 級 建 築 士 大 臣 登 録 第376384号

沖 縄 県 浦 添 市 勢 理 客 3-2-24-201

令和６年度（仮称）新港ふ頭9号上屋建替工事（建築）

20d程度

20d程度
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打増し部分
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20d程度 20d程度20d程度

D16

梁あばら筋と同径、 補強主筋

補強あばら筋

梁幅 B≦350mm 350mm＜B

2-D16 D16-@250以下

立面

平面

表13-2-1 梁側面補強筋

(耐力壁が取り付く場合の要領は構造図による)

表13-2-2 梁上下面補強筋

(耐力壁・スラブが取り付く場合の要領は構造図による)

(1)梁側面を打増しする場合

(2)梁側面および梁下面を打増しする場合

(3)梁上面を打増しする場合(スラブなし)

　-　 断面

図13-2-1 梁の打増し要領

13-3 壁・スラブ

1.壁およびスラブの打増し部配筋要領は図13-3-1、図13-3-2による。

図13-3-1 壁の打増し要領

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

・スラブが取付く場合は図10-3-2、図10-3-3を参照。

3.打増し部腹筋は梁と同径、同段数とする。

2.梁の打増し部配筋要領は表13-2-1、表13-2-2、図13-2-1による。

1.小梁、耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは、梁躯体内で確保し、打増し部は定着長さ

　に算定しない。

13-2 梁
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BB
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図13-3-2 スラブの打増し要領

(片側スラブ付) (両側スラブ付)

(片側スラブ付) (両側スラブ付)

AA A

図13-2-2 梁打増し部の補強主筋の定着

打増し部補強あばら筋

梁あばら筋と同径、間隔200mm以下

縦筋、横筋共D10-@200とし、壁またはスラブ内に20d程度定着

させる

a120d程度

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

a120d程度

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

a
2

20d程度

図13-1-1 柱の打増し要領
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20d程度

ア 矢視図

表13-1 柱補強筋
(耐力壁が取り付く場合の要領は構造図による)

D16-@300程度

D13-@100程度

補強主筋

補強帯筋

図13-1-2 柱打増し部の補強主筋の定着

3.打増し寸法a、a1、a2が70mm未満の場合は補強筋不要とする。

　打増し寸法a、a1、a2が70mm≦a≦200mmの場合の打増し部補強要領は図13-1-1～図13-3-2

　による。

　打増し寸法a、a1、a2が200㎜を超える場合の打増し部詳細事項は構造図による。

2.柱、梁の打増し部に耐力壁が取り付く場合の打増し配筋要領は構造図による。

1.構造図に記載のない打増しを行う場合は事前に監理者と協議すること。

§13 柱・梁・壁・スラブ打増し部配筋要領

2.柱の打増し部配筋要領は表13-1、図13-1-1、図13-1-2による。

13-1 柱

4.　　　部は打増しコンクリートを示す。

1.梁、耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは、柱躯体内で確保し、打増し部は定着長さに

　算定しない。

20d程度

5.※部の打増し補強筋の定着長さについては、監理者に確認すること。
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§14　その他
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14-1 階段

(1) 片持スラブ形式階段
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階段受壁に入れる縦補強筋は、上下の梁に定着する。

L
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D13

D10@200 D13

D10@200

D13

14-2 パラペット

設計図に指示のない場合は下図による。
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L
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L

D13

D13

D10-@250

D10-@150

D13

14-3 手すり

設計図に指示のない場合は下図による。

H:1200以下

2

2

120

14-4 土間コンクリート

(1) 土間コンクリート受け

▽

D13

D13

(3) 土間コンクリート階段配筋

2-D13

(4) 土間コンクリート段差部配筋

砕石

L

L

D13

D10@200

D10

土間スラブ

砕石
2-D13

GL

地盤が軟弱で上記地耐力の確保がむずかしい場合は、軟弱地盤を良土におきかえる。

D10@200シングル

ポリエチレンフィルム 0.15mm
砕石

150

D10@200

砕石

D13
250 250

バイブロローラ等により期待地耐力30kN/m 以上まで締め固める。2
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14-5 土間コンクリート、土間スラブの打継ぎ補強

(1)土間スラブの打継ぎ補強

L 2

D13

L
2

a

L 2

L
2

a

L 2

L
3

D13

スラブ筋と同径、

同材質、同間隔

中間部 端部

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。

(2)土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

L
2

a

L
2

a

L 2

D13

中間部 端部

L 2

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

び間隔に合わせる

D13

土間コンクリート補強筋

(1)打継ぎ部の補強

  24時間以上経過後、標示6章コンクリ－ト工事6.6.3（打継ぎ）の位置でコンクリートを
　打ち継ぐ場合は、打ち継ぎ部に下記の補強を行う。補強筋は両側にL 以上定着させる。

1)梁の場合   

打継ぎ面に直交する方向について補強筋は下端筋と同径、同ピッチとし、下端筋の

  補強筋は不要とする。梁、床スラブで中央以外で打継ぐ場合は、補強方法について

  構造検討書を提出し係員の承認を受ける。

(2)増築予定部の補強

  増築予定部の補強は5.3.(1)（打継ぎ部の補強）に準ずる。ただし、梁、床スラブで

　中央以外で打継ぐ場合は特記による。

　特記のない場合は下記による。

1) 梁の場合 5.3.(1)（打継ぎ部の補強）のD13をD16にする。

2) 床スラブの場合   補強筋は上下共主筋と同径、同ピッチとし、各々主筋の中間に
　配筋する。

3) 鉄筋の防錆処置及び保護は特記による。

3)柱、壁の場合   

（2段）

1段

腹筋

1+1=2段

補強筋

5段）

3段

合計

（2段

1段

腹筋

（   ）内  腹筋2段の場合

2)床スラブの場合   

2+1=3段

補強の例

14-7 打継ぎ部及び増築予定部の補強

・ 水平方向目地を設ける場合は、鉛直方向目地と同様、水平方向目地位置に合わせて

　なお、欠損材の縦横の交差部は一方を通しとし、直交方向は分断配置とする。

　

・ 施工時の実壁厚に対し、欠損率は20％以上とする。
・ 一般壁の場合はVP管を、耐震壁の場合は丸鋼を欠損材として使用する。

(2)誘発目地の仕様

(1)誘発目地の間隔

・ 誘発目地の間隔は3m以下とする。

・ 1枚の壁の面積が小さい場合を除いて、その辺長比は1.25以下とする。
・ 梁・柱・誘発目地・耐震スリットなどで囲まれた１枚の壁の面積は25m 以下とする。

　 

2

14-6 誘発目地

2

補強筋はD13(SD295)を使用し、本数は腹筋の総段数プラス1段とする。

14-8 機械基礎配筋

２．主筋の継手長さはL 、定着長さはL とする。

１．Ａ、Ｂ、Ｈは意匠図参照。

重量機械基礎

梁型

L

縦D13@200

D13

D10@300

D13

L

ベタ型

D13 D13

＜　屋内　＞

一般機械基礎

重量機械基礎

梁型

押えコンクリート

防水層

躯体

□-D13@200
D10@300

D10@300
D13@200

D13L
防水層

押えコンクリート

D13

躯体

L

ベタ型
防水層

押えコンクリート

D13D13

躯体

＜　屋外　＞

一般機械基礎

D10@200

縦・横

D13

下端筋

D13
D10@300

上端筋上端筋

□-D13@200

D10@300

下端筋

上端筋  2-D16

下端筋  3-D16

主筋

ゲタ型 ゲタ型

Ｈ

Ｂ

Ｂ

Ｈ

Ａ×Ｂ

Ｈ
Ｂ

1
5
0

Ｈ

Ｈ

1
5
0

Ｂ

Ａ×Ｂ

Ｈ

2
2

2 2

21

D10@200

縦・横

　 欠損材を配置する。

150・

(2) 土間コンクリート端部

中に配筋する。
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（株）翁長設計

鉄筋コンクリート造配筋標準図(13)
A1:S=1/ - A3:S=1/ -

那覇市港町1丁目5番地、204番地

S-

計

者

15

吉 田 　康 平

一 級 建 築 士 大 臣 登 録 第376384号

沖 縄 県 浦 添 市 勢 理 客 3-2-24-201

令和６年度（仮称）新港ふ頭9号上屋建替工事（建築）

は配管しても良い。

a寸法が150㎜以上の場合

　　　ロ）　ＳＲＣ梁は、原則として、行わない。

（ ○ ）

ロ）　配管は、材軸とほぼ直角に貫通させる。

　　　　イ）　主筋の内側で行なう。

柱

（ × ）

（ ○ ）

イ）　配管は配筋の内側に通す。

（ ○ ）

（a）梁の幅方向の配管

柱

（ × ） （ × ）

（1）梁には原則として照明ボックス類を埋込んではならない。

スターラップ

1）使用する管の外径は31φ以下とする。

2）梁材軸方向の配管は、原則として行わない。　

3）梁の幅方向の配管、及び垂直方向の配管梁への配管は、ピッチを100mm以上とし、 

　　1m幅では3本を限度とする。又、壁付きでない梁は、柱面より梁成の1.0倍以内

では行わない。　　

（2）梁に配管を埋込む場合

原則としてスターラップ
間は1本とする。

原則としてスターラップ間は
1本とする。

鉄筋を切断せず自然に曲げる

　　　　5）ボックス等の埋込みのために壁主筋を切断しない。

　　　　4）埋込みボックス類からの配管は、曲がりコネクターを設けて壁のすぐ内側に配管する。

　　　　3）配管は、壁内で蛇行しないように1m以内毎に結束する。

埋込みボックス類

　　2）配管は1m幅に5本までとし、ピッチは100㎜以上とする。また、壁縦筋より30㎜以上離す。

（3）内壁に配管を埋込む場合

D10@200
補助筋

（注） ｔ＜100㎜の場合は開口部補強として扱う。
　　　　開口補強は設計図による。

　　　　埋込み配管の外径は31φ以下とする。

　　　　ただし、やむを得ず埋込む場合は構造設計者に確認し下記の補強を行う。

　　1）地下の外壁（ドライエリア壁を含む）への埋込み配管は行ってはならない。

　　2）地上の外壁には原則として、配管は行わない。

（外側）

（内側）

（2）外壁に配管を埋込む場合

D10@200 @500以上

配管は内側の鉄筋に結束

補助筋

　　4）縦・横寸法が、200㎜を超え500㎜以下の埋込みボックス類の補強

同じ要領で行う
開口部補強と

　　3）躯体開口の縁から埋込みボックスの縁まで100㎜以上、かつ開口補強筋より

　　2）上記を超える埋込みボックス類は開口として補強を行う。

　　1）埋込みボックス類は3個用スイッチボックスまでとする。
（1）壁に埋込みボックス類を埋込む場合

　　　　

開口

ボックス類
埋込み

　　　　

　　1）壁内に配管を埋込む場合はダブル配筋とし、壁筋の内側に配管する。

切断した鉄筋と
同径・同本数を

ただしx≦2.0m以下の場合には適用

切断した

1）フロアーボックス間隔は300㎜以上、且つ梁側面から500㎜以上離す。

2）フロアーボックスがスラブ筋に当たる場合は、スラブ筋を切断せずにずらす。

鉄筋は、弓状にずらす

(×)

8）スラブ筋と平行する場合は、鉄筋より30㎜以上離す。

Lｘ

(〇)

30以上離す

3）合成スラブ内に配管を埋込む場合は、「合成スラブの設計・施工マニュアル」による。

2）屋根スラブ、防水を行うスラブ及び片持ちスラブには原則として配管は行わない。

4）配管が2本以上平行する場合は、あきを30㎜以上とし1m幅に5本以下とする。

5）交差部の要領は下図による。

6）埋め込む配管の外径は31φ以下とする。
7）下図に示す梁面から500㎜以内の範囲では、梁の材軸に平行な配管を行わない。

L
ｙ

（2）スラブに配管を埋込む場合

梁に平行な配管の禁止区域

Lx≦Ly

横引しない

交差させない

　　　　

6）横引配管及び、交差は行わない。ただし、垂直面と30°以下の勾配を持つ横引は、

（1）スラブにコンセントボックス類を埋込む場合

やむを得ず切断した場合は下記の補強を行う。

    

    

（3）ＥＰＳ及びＥＰＳ前面のスラブの配筋要領
1）ＥＰＳ及びＥＰＳ前面のスラブ厚は180㎜以上とする。

    

3）上記の制限を満足できない場合は、スラブ埋設以外の方法を採用すること。

D13

D
1
3

D
1
3

D13

配管立上がり部

1）スラブ内に配管を埋め込む場合は、スラブ筋の内側とする。

埋設配管交差部の要領

主筋の内側で

配力筋

主筋
配力筋

埋設配管

埋設配管

配管すること

交差部のみ

主筋

筋の内側で

配管すること

一般部は配力

15-1 柱

15-2 梁

15-3 壁

15-4 スラブ

30

3
0

30

a

1
0
0
以

上100以上

梁成の1.0倍以下では

1
0
0
以

上

100以上

1m巾に5本以下とする

30以上

500以上

30以上離す100以上離す

40以上 100以上

t≧100

5
0
0

500 500

5
0
0

1.0m以下

LL

20d

2
0
d

2 2

両側にいれる

鉄筋径

しない

1mに3本以下行わない(但し壁付梁は除く)

a:増打ち厚さ

帯筋と同径、同ピッチ

増打ちコンクリ－ト部分

補
強

筋
D
1
6
@
3
0
0
以

下
増打ちコンクリ－ト部分

2）柱増打ち部へコンセントボックス類を埋込む場合の補強要領
　

1）正規の柱断面内には原則として、コンセントボックス類を埋込んではならない。

70≦a≦200の場合（補強が必要な場合）

コンセントボックス類

a＜70の場合（補強が必要ない場合）

（1）柱にコンセントボックス類を設置する場合

イ
（注）縦補強筋 　はこの位置に縦筋

が配筋されている場合には不要

a

ダブル

20d

1）　避雷導体として柱主筋を使用する場合で、鉄筋の継手に機械式継手を
採用するときは、電気的に連続するものを採用すること。

（2）その他

a L

2
0
d

1
0
0
以

上

1
0
0
以

上

イ

2

2）スラブ内の配管集中場所（立上がり部を含む）での配管相互のあきは30㎜以上とする。
    

    また配管立上がり部には下記の補強を行う。

§15　躯体内埋込み配管等の補強及び配管要領

1m以下とする。

       40㎜以上離す。
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（株）翁長設計

鉄骨標準図(1)

A1:S=1/ - A3:S=1/ -

S-

計

者

16

四　面　ボ ッ ク ス

Ｈ
o

Ｈ
o

Ｈ
o

仕口パネル

度のものと同等以上、かつ、Ｃ材とする．

・材質は、上下柱および取り付く梁フランジのうち高強

・板厚は、上下柱以上、かつ、取り付く内ダイアフラムの最

大板厚より薄い場合は、板厚差を３サイズまでとする．

板厚は、上下柱以上とする．

・材質は、上下柱のうち高強度のものと同等以上、かつ、

仕口パネル

・基準図は凡例であり、詳細はリスト、詳細図などによる．
・Ｌｏは鉄骨梁ジョイント長さ、Ｈｏは鉄骨柱高さを示す．

ハンチ長さは設計図による

5
0

コンクリート面

B.P下端L

100

Ｃ

梁
せ

い

Lo

150

Lo

ａ部

10

-12LP

梁
せ

い

200以上

1
0
0
0

梁
せ

い

Ｂ

現場ｼﾞｮｲﾝﾄ

1
0

70以上

GX

CX

T1 N F1

仕口パネル
（タイプ１）

Ｄ

梁
せ

い

（梁段差などにより仕口パネルの板厚方向に引張力が生じる部位）

Lo

仕口パネル
（タイプ２）

ハンチ長さは設計図による

Lo

LP-12

10

仕口パネル
（タイプ１）

角　形　鋼　管 ・鋼　管　（通しダイアフラム形式）

梁
せ

い
梁

せ
い

（タイプ１）

Ｂ

Ａ

B1

＊柱脚をしぼる場合

150以上

Ｂ断面

・板厚の1サイズもしくは2サイズとは、1サイズ3mmを目安とし、

・アンカーボルト配置および本数は柱部材リストによる。

Ｄ断面

5
0

それぞれ3mm程度、6mm程度と考える。

内ダイアフラムの材質・板厚

・材質は、取り付く柱、梁フランジのうち高強度のもの

・板厚は、取り付く梁フランジ最大板厚の２サイズ以上

10

フランジ幅

と同等以上とする．

スニップカット

1
0
0
0
程

度
梁

せ
い

と同等以上、かつ、Ｃ材とする．

・板厚は、取り付く梁フランジ最大板厚の２サイズ以上、

・材質は、取り付く柱、梁フランジのうち高強度のもの

通しダイアフラムの材質・板厚

内ダイアフラム

かつ、柱スキンプレート厚以上とする．

柱板厚が28mm以上の場合は30mmとする．

e=25

梁
せ

い
梁

せ
い

ハンチ長さは設計図による

BAND FB-6X75

鉄骨芯

柱幅

Ｇ

Lo Lo 10

-12PL

125

Ｇ断面

25

2
5

１
2
5

2
5

F1
50

P2

1
0
0

25

Ｆ断面（段差部のフランジ）

3
0
0

5
0
以

上
3
0
0

B
LP-A

・ダイアフラム形状とする場合は、取り付く梁フランジ

最大板厚の2サイズ以上かつ柱板厚以上とし、かつ、Ｃ材とする。

仕口部の梁フランジ（貫通部）・通しダイアフラムの材質・板厚

く梁フランジの最大板厚以上薄くならないこと。

・材質は柱、梁フランジのうち高強度のものと同等以上とする。

・ブラケットのフランジと通し材にする場合は、取り付

Ｅ断面（貫通部のフランジ）

空気孔 4-20φ

B

E

L

Ｄ断面

50

ａ部詳細 

5
0

空気孔（φ=100程度）

内ダイアフラム

Ｂ断面

空気孔（φ=30程度）

通しダイアフラム

Ａ断面

e

内ダイアフラム通しダイアフラム
ハンチ部（板曲げ部）

Ｓ　Ｒ　Ｃ　部　材

記載外のBANDプレート（タラップを含む）などを取

付ける場合は、監理者の承諾を受ける．

共　　通四面ＢＯＸ、角型鋼管、鋼管部材

ガセットプレート・スチフナプレートなどの納まり

仕口パネル
柱脚部

内ダイアフラム

Ｂ断面

Ｃ断面

5
0

T1

Ｂ

仮設ピースなど

通しダイアフラム

Ａ断面

e

空気孔（φ=30程度）

空気孔（φ=30程度）
コーナーＲ部分カット

・中詰コンクリートがある場合は、ＣＦＴ基準図による。

空気孔について

LP-A

LP-B

仕口プレートP-Aの材質・板厚L

10

・最上部のダイアフラムには、原則として空気孔は設けない。

20～30R+5（フラット部）

アンカーボルトについて

・アンカーボルトの位置は、鉄筋の納まりなどを考慮して検討し、監理者の承諾を得る。

・アンカーボルトの形状は、定着板形式とする。（材料がＳＮＲでない場合は40dフック付きとする）

・アンカーボルトセットはJIS B 1220,1221の規格に、定着板はJSS II 13,14の規格に基づくものとする。

5050

仕口部の梁フランジ（段差部）・内ダイアフラムの材質・板厚

・材質は柱、梁フランジのうち高強度のものと同等以上、

かつ、梁フランジ最大板厚の１サイズ以上とする。

（タイプ２）とする．

R=50～100

B

ダイアフラムタイプ通し板タイプ

B B

B

B

B

B

B
P1

B

2
5

度のものと同等以上とする．

・材質は、上下柱および取り付く梁フランジのうち高強

・板厚は、上下柱以上、かつ、取り付く梁フランジの最

大板厚より薄い場合は、板厚差を２サイズまでとする。

板厚は、上下柱以上とする．

・材質は、上下柱のうち高強度のものと同等以上、かつ、

（梁段差などにより仕口部の板厚方向に引張力が生じる部位）

その他

・意匠上見えがかりとなる部位では、必要に応じてエンドタブ、裏

当て金などを撤去し、Ｇ仕上げとする。

仕口プレート

仕口プレート

仕口プレート

仕口プレートP-Bの材質・板厚L

・吊りピースなどで板厚さが19mmを超える場合は、母材

・施工者は仮設ピースに関する安全性およびディテールを検

討し、部材取り合いなどについて監理者の承諾を得ること。

露出柱脚の場合

（セラミック系裏当てなどを使用）

T1 T1

N

P1

柱フランジ位置に配置した場合 柱外周に配置した場合

および仕様は、設計図による。
スタッドボルトの有無、本数

埋込み柱脚、
脚部ＳＲＣ部材の場合

空気孔 4-20φ
スニップカット

T1

T1 P1

T1

Ｓ Ｒ Ｃ 造 （梁フランジ貫通形式）

ダイアフラムと梁フランジのレベル

Z
1

T
2

T
1

Z
2

T
1

T
3

内ダイアフラム

通しダイアフラム 梁フランジ

梁フランジ

Z
2

通しダイアフラムの場合

T2=T1+2サイズ
Z1=3mm

内ダイアフラムの場合

T3=T1+2サイズ
Z2=(T3-T1)/2
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ガセットプレートなど

定着板

ダブルナット ダブルナット ダブルナット
ダブルナット

定着板

定着板
共通事項

Ｈ断面（柱貫通型の内ダイアフラム）

Ｆ

Ｅ

仕口部の柱フランジ

梁フランジ・ダイアフラム

その他

ダイアフラムと梁フランジのレベルはＢＯＸ材の場合に習う．

フランジ面より10mm控えて納める。

仕口パネル

仕口パネル

仕口パネル

・材質は、取り付く柱、梁のうち高強度のものと同等以

仕口パネル

上とする．

・板厚は、取り付く柱、梁の最大板厚以上、かつ9mm以上

または、特記による．

柱幅

鉄骨芯

ハンチ長さは設計図による
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Ｓ Ｒ Ｃ 造 （柱フランジ貫通形式）

ダブルナット

定着板

Ｈ

Ｓ造でＨ形断面柱の場合

・部材の取合いや溶接規準などは、ＳＲＣ造の場合に順ずる。

・ダイアフラムなどの板厚は、ＳＲＣ造の場合に順ずる。

・材質は、板厚方向に引張力が生じる部位はＣ材とすること

を標準とするが、架構の性状などによって特記による。

の強度と同等以上とする。

ａ部

R=10t以上
曲げ加工

10程度

RibPL

※
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P1

［Ｔ字形、十字形柱など］ ［一方向Ｈ形柱など］

2P-BL

P-AL

エレクションピース

・エレクションピースのGPの鋼材は、母材の強度と同等L

・取り付け要領は右記とし、摩擦面の処理は行わない。

以上とする。

t＜19ｍｍの場合

全周すみ肉溶接

t≧19ｍｍの場合

部分溶込み溶接

1/5以下

1/5以下

柱通し

仕口パネル

仕口パネル詳細
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座金

・溶接記号に   の表示はノンスカラップ工法とする．

※印の　　は、Web板厚が12mm以下の場合は　　とする。F1
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裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接

2)1)以外で溶接線の交差する箇所には、R=35mmの改良スカラップ

1)溶接記号に   の表示はノンスカラップ工法とする．

を設ける(右図)。

N

1　適用範囲

2)適用板厚は、原則として6mm以上かつ40mm以下とする．

2　エンドタブ、裏当て金

4)この基準図に記載のない事項については、以下による．

3　スカラップ

1)この基準図は、ガスシ-ルドア-ク半自動溶接、サブマージアーク自動

  ・日本建築学会「鉄骨工事技術指針・現場施工編」

  ・日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工場製作編」

溶接、エレクトロスラグ溶接を行う場合に適用する。

  ・日本建築学会「建築工事標準仕様書 JASS6 鉄骨工事」

通し形裏当て金

e+2

a，b寸法は柱板厚により変化する．

プ
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分割形裏当て金

t2-t1+2

ウェブ

フランジ

b

ウェブ

35°7

t2 t1 0
～
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e+2

同時組みによる溶接組立てH形断面梁の場合

柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立溶接

裏当て金、エンドタブの組立溶接

ノンスカラップ工法のディテ-ル

b

イ

タ

B1
a 3フランジ

35°

t2 t1

7

t1

t1

先組溶接組立てH形断面梁、外のり一定H形断面および圧延H形鋼梁の場合

フランジ

ウェブ

W+3mm以内

t
+
2
m
m以

内

(t×W)

35°7

通し形裏当て金

同時組みによる溶接組立てH形断面梁の場合

分割形裏当て金：コ-ナ-部の形状に合わせる

鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける

鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける

隅肉溶接  S=4～6mm，1パス，長さ=50mm以上とする

5mm以上

裏当て金の組立溶接を施す部位：
隅肉溶接  S=4～6mm，1パス，長さ=50mm以上とする

分割形裏当て金

5mm以上 5mm以上

A

5mm以上

分割形裏当て金

5mm以上

裏当て金の組立溶接を施す部位：

通し形裏当て金

5mm以上 5mm以上 5mm以上

通し形裏当て金
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(但し35ﾟ以上は自然開先)

バンドプレ-ト

梁貫通孔補強の場合
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薄い板厚とする。
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デッキ受け
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母材との組立溶接
(開先内)

裏当て金との組立溶接

母材との組立

1)エンドタブは、フラックスタブの使用を標準とする。

0～2

(CO  ： ガスシ-ルドア-ク半自動溶接、アーク手溶接     SAW： サブマ-ジア-ク自動溶接)

4面BOX材完全溶込み溶接T継手

T1

完全溶込み溶接平継手
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隅肉溶接
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t1

2

S1

7

θ

45≦θ≦55°は自然開先

55＜θ＜90°はα=35°

3
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t1＜16の角形鋼管、鋼管の場合

FB-12x50

9
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4面BOXおよび

t1≧32の角形鋼管、鋼管の場合
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C

開先内のベベル側とし、
本溶接時に十分再溶融させる。

大梁WEBの現場溶接
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WPL

30°
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梁 突合せ溶接

柱

梁
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ダイアフラムの溶接(非消耗式)
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A
B

t1≦28 t2=25
t1＞28 t2=32

A、B≧0 かつ A+B≧6

角溶接要領

突合せ溶接

部分溶込み溶接

(L1)

(L2)

(L1)

L1  SAW

L2  SAW
t1≦28

t1＞28

t1≦28

t1＞28

E ｴﾚｸﾄﾛｽﾗｸﾞ溶接(CES)

2

t12

S1
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t1
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S1
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D1
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薄い板厚とする。

t1
t2S
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5t以上
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＊

45°
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18
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0．5≦C≦4

0．5≦C≦3

完全溶込み溶接T継手の補強隅肉溶接のサイズ

S
1

25≦B

15≦B＜25
t≦40のときS1=t/4

t＞40のときS1=10

0
.
5
以

下

C

≦4/25B
0．5≦C

B＜15

突合せ溶接の余盛の高さ

ビード幅B 余盛高さC

B

t

CFT柱の場合は全線突合せ

4)鋼製エンドタブを使用した場合は、母材に影響を与えないように5㎜程

に支障が生じる部位などについては、監理者との協議による。

度残してガス切断し、切断面をグラインダ-で仕上げる。ただし、切断

溶接に関する注意事項

溶接不可域

R
+t

R+t

45°

R

t

冷間成形角形鋼管

おいては、付属金物等の
冷間成形角形鋼管の角部に

(t≦6はG=6)

45≦θ＜90°の場合

α

裏はつり

t1

2

S1

θ

θ=45°は自然開先、

45＜θ＜90°はα=45°

t1≦19(45≦θ＜90°の場合)

t1

D2

0 裏はつり

D1

S1
S1

2

0

60°

45°

D2=1/3(t1-2)
D1=2/3(t1-2)

D2=1/3(t1-2)
D1=2/3(t1-2)

t1＞19(45≦θ＜90°の場合)

梁

梁

(突合せ溶接)

(部分溶込み溶接)

P2

2

2

t

S

S
10

充填溶接
梁貫通鋼管

補強プレートWEB PL

tは補強プレートの板厚とする．

棒鋼の場合

軽量形鋼の場合
t

t

S
S

S≧t(但し、S≧3)

10

r2
=1
0m
m

r1=35mm

e

先組溶接組立てH形断面梁、外のり一定H形断面および圧延H形鋼梁の場合

2

e

2

2)鋼製エンドタブは、部材と同材質で溶接部の開先形状と同じ開先を付け

3)鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では40㎜以上かつ板厚の2倍以
上とする。サブマージアーク自動溶接では、幅70㎜以上、かつ、板厚
の3倍以上、長さ150㎜程度とする。

たものとする。 スカラップ形状

3)適用鋼材は、SS、SM、SN材の400および490級とする。

5)鋼製エンドタブ、裏当て金は、原則として母材と同材質とする。

(斜め加工)

FB-9x25

35°

t1＜t2(t1＞6)

t12

10

C

t2

t1=t2(t1＞6)

3)ロールH梁もしくは先組みBH梁を原則とし、スカラップ端部に廻し

10
r2=10mm
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=3
5m
m

上端フランジ

下端フランジ

35°

35°

3
5°

3
5°

溶接を施す場合は監理者の協議をすること。

＊は30以上

ピッチ　p=60

P-(a)は厚さ9mmとし、t1≦16以下の

削り仕上げ▽

P-(a)L

P-A

t1＜25

L 2P-BL ボルト

t1≧25
t1/2以上 A/2以上

2-M20

3-M20

場合は省略してよい。
L

A

A　断面FB-6×50

デッキプレート受け

柱まわりおよび梁継手部のデッキプレート受け

デッキプレ-ト受け基準図(フラットタイプ、合成スラブタイプ共通)

P4P4

P4

鉄　筋　貫　通　孔

鉄筋の 孔　径

高力ボルトのマ-ク・配列
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ボルト

M16

注)1．梁鉄骨のかぶり厚さは150mm以上とする。

3．鉄筋貫通孔の位置については詳細図により確認する。

柱コンクリート面

2．小梁の主筋の内、上端筋はウェブを貫通させる。
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150以下
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D16 28φ

柱鉄骨かぶり厚さ

24φ

31φ

D29

D25 38φ

43φ

マーク

P-6にて加工L

65以上

デッキプレ-ト段差部受け材

スラブ厚さ

h スラブ厚さ

デッキプレート
h≦100の場合

a材
デッキプレート

スラブ厚さ

h

h＞100の場合

b材

スラブ厚さ

L-50X50X6

L-65X65X6

L-75X75X6

L-90X90X6

L-100X100X7

-125X65X6X8

-150X75X6.5X10

-180X75X7X10.5

-200X80X7.5X11

-250X90X9X13

a材 b材

デッキプレート

スラブ厚さ

h≦150の場合

スラブ厚さ

h

スラブ厚さ

h
スラブ厚さ

デッキプレート

L-65X65X6

h＞150の場合

スラブ端部の納まり(ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ、合成ｽﾗﾌﾞﾀｲﾌﾟ共通)

丸セパ

L=50 @300

L=50 @300L=50 @300

L=50 @300

L=50@300L=50@300

コンクリ-ト止めコンクリ-ト止め

梁上平行部端

20

梁上直交部端

L=50＠300

頭付きスタッド打ち(デッキプレート貫通)

重ね部隅肉溶接

L=50＠300

端部小口ふさぎ

@600以下
焼き抜き栓溶接 隅肉溶接

合成デッキの一般部の納まり

スラブ厚さ×1.5スラブ厚さ×1.5

50

50以上

P-3.2にて加工
コンクリ-ト止め

はね出しスラブ端部

L-50X50X6@600以下

L

600以下

L=50@300

P-1.6にて加工L P-1.6にて加工L

20

D32 46φ

※コンクリート止めの材質は全てSS400とする。

φ19の場合：H=130,150

床段差部

一般部

150 H

h H

150

スタッドボルト

大梁

小梁

フランジ巾B≦250

B＞250      

フランジ巾B≦250      

B＞250      

H=100 

φ16の場合：H=120

20

SCSS-H97に準拠する。
注)ピッチ、へりあき、はしあきは

エレクションピース詳細図(見積もり用)

溶　接　開　先　基  準  図　

5
00

5
00

5
00

5
00

t1

4
0

4
0
P

4
0

4
0
P

※
※

150

80

2 CO2CO 2CO 2CO

溶接(L1)とする。

鋼管の場合

裏あて金の組立て溶接は、

2CO 2CO

2CO 2CO

＊印は35ﾟ

2CO 2CO

2CO

tはt1,t2いずれか

tはt1,t2いずれか

B

A

B

溶接はしない
溶接などを禁止する。

呼び名

SAW

SAW

a，b寸法は柱板厚により変化する．

19φ＠200シングル

19φ＠200ダブル

16φ＠200シングル

16φ＠200ダブル
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折板受けの標準仕様(鉄骨工事)

@100
0以内

1000
以内

1000
以内

つなぎ材

３．棟部の受材（棟部の鉄骨梁への梁天端調整材の取付け方法）

３－１ 鉄骨フランジ幅350mm以上ある場合

３－２ 鉄骨フランジ幅350mm未満の場合

４．ケラバの受材

・つなぎ材:C-100x50x20x2.3を@1000以内に設けること。

@100
0以内

＜良い例＞ ＜悪い例＞

２．受材のジョイント（棟部以外の鉄骨梁への梁天端調整材の取付方法）

２－１ タイトフレームを小梁に取付る場合

２－２ タイトフレームを大梁に取付ける場合

２）フラットバーをＣ形鋼に溶接して使用する場合は、必ずＣ形鋼の内側に入れて使用すること。

タイトフレーム受け

100

100

3以下

１．タイトフレーム受材の勾配

１）勾配が3/100以下

・受材の天端は水平で可（全ての受材）

 注意事項

・勾配が3/100を越える場合でも軒先・水上部の桁梁が水平に取り付けられる場合は、

　梁上に勾配に合わせた受け部材を設けること。

・また、受け材の勾配の延長線が桁梁のフランジコーナーに干渉しないようにすること。　（ｂ部参照）

勾配

受材 PL-6

大梁 

フランジコーナー

桁梁

柱

溶接面を勾配に合わせる

２）勾配が3/100を超える場合

・受材の天端は勾配と同じように傾ける（全ての受材）

タイトフレーム受け

100

3を超える

大梁

大梁

a：設計上の勾配 

ｂ部

梁間梁間

a

65mm以上

梁間梁間

30

30

30

30

隅
肉
溶
接

隅
肉
溶
接

隅
肉
溶
接

隅
肉
溶
接

30

50
0

14
0

14
0

30
30

30

10

（ジョイント部）（一般部）

6  30-140

5
0

隅肉溶接

  長さ30mm

小梁

隅肉溶接

10

1010

14
0

30

LP

 棟の大梁

L
L

100

 棟の大梁

 棟の大梁

50
0

50
030

30

30

5
0

350以
上

L-65×65×6

LP -6 @500

CT-100×50×6×8
CTの溶接は
ジョイント部と同じ

P -6 をタイトフレームの下底に合わせて取付ける。
P の幅はタイトフレーム下底長さ＋溶接サイズ＋施工誤差

W

5
0

6  30-500

隅肉溶接@500
チドリ溶接長さ30mm

C-100×50×20×2.3

屋根
勾配

350以上

350未満

5
0

140 100 55

350以上

50
0

C-100×50×20×2.3

大梁

大梁

スプライスプレート

C-100×50×20×2.3

CT-100×50×6×8加工

スプライスプレート

C-100×50×20×2.3

CT-100×50×6×8加工

スプライスプレート

C-100×50×20×2.3 C-100×50×20×2.3

C形鋼の内側で
　　使用すること

C-100×50×20×2.3

内側に入れて
　使用すること。

外側での使用はＮＧ。

隅肉溶接

C-100×50×20×2.3

隅肉溶接

隅肉溶接

隅肉溶接

C形鋼外側での
　　　　　使用はＮＧ

C-100×50×20×2.3

隅肉溶接

隅肉溶接

３－３ 棟部の両側に受材を設ける場合

G.P-6　HTB 2-16
※直交部材の延長線上に設ける。

１）

L
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1.　貫通孔は上図の　　　　内に設けること。

100φ

ロ.

記号径

600φ

350φ

300φ

250φ

200φ

150φ

▼

▼梁天端

DS
D

1.0D

Lo

1.0D

D

1.0D

1.0D

L≧010

J
O
I
N
T

MIN　150

Ｄ

Ｈ

585N級

縦開口際補強筋

SD345

SD390

SD490

685N級

785N級

1275N級

SD295A

2－□

2－□

2－□

350φ

300φ

250φ

1－□

1－□

1－□

200φ

150φ

100φ

500φ

1－D13

1－D13

1－D13

1－D13

1－D13

1－D13

400φ

450φ

3－□ 1－D13

3－□ 1－D13

3－□ 1－D13

3－□ 1－D13600φ 3－

1－

2－

2－

1－

1－

2－

3－

3－

50 50

5
0

5
0
以
上

通気管 100φ

5
0

L2

L2

L2

SRC梁の貫通孔補強は、上記のほかRC梁、S梁の補強の組合せとする。

3）梁貫通孔記号

2）ＪＯＩＮＴ位置近くに設ける場合

梁貫通補強筋

ハ.

ロ. ロ.

φ

ロ.

ハ.

0～5

6.　貫通孔の間隔は水平投影距離とする。

5.　基礎梁の場合は、端部1.0Dを1.0mと読替える。

4.　隣り合う貫通孔の径が異なる場合の間隔は、その平均値とする。

3.　貫通孔の間隔（孔芯間距離）は3φ以上とする。

2.　貫通孔の径はD/3以下とする。

  900≦D250以上

 700≦D＜900   200以上

配筋からかぶり厚さ50以上を確保した寸法、かつ、

 500≦D＜700   175以上

梁天端

貫通孔の径、配置

ＲＣ梁

ＳＲＣ梁

貫通孔の径、配置

1.　貫通孔は上図の　　　　内に設けること。

2.　貫通孔の径はD/3以下、かつ、SD/2以下とする。
3.　貫通孔の間隔（孔芯間距離）は3φ以上とする。

4.　隣り合う貫通孔の径が異なる場合の間隔は、その平均値とする。
5.　貫通孔の間隔は水平投影距離とする。

1）小梁、直交梁の近くに設ける場合

　ＲＣ梁の補強

1. 有孔梁のせん断終局強度が無孔梁のせん断終局強度と同等以上となるような補強筋量とする。(部材の降伏応力による場合は特記による) 

2. 梁貫通孔補強筋は、下表に示すリング型補強筋とする。 

3. リング型補強筋以外に図示の開口際補強筋、上下補強筋を追加する。

   ただし、製品の仕様および計算により同様の鉄筋が配置される場合は、表と仕様の内、多い方の鉄筋量とする。

4. すべての補強筋が、貫通孔も含めてかぶり厚さを確保できるようにする。 

5. 貫通孔の径の制限、配置の制限は、各製品の仕様に関らず上図とする。 

6. 本基準に定める事項のほか各製品の技術評価等に定める規定および各製品の仕様を満足させる。

7. 貫通孔の径が D／10以下かつ１５０未満の場合で、スターラップの配置を変えずに貫通孔 を配置できる場合は補強を省略してよい。 

8. 基礎梁の連通管については、図示の補強とする。 

9. 梁貫通孔補強の計算に際しては、耐力条件、縦開口際補強筋の形状に留意すること。 

梁貫通孔補強筋は、梁に使用しているスターラップの材料に応じて、

下記の製品を使用する。 

スターラップの材料 使用可能な梁貫通補強筋製品

MAXウェブレン

ダイヤレンNS

ウェブレン

ダイヤレン

スーパーハリーZ

MAXリンブレンK型

ダイヤレンNS

スーパーハリーZ

    3. 上下補強筋はスターラップと同径、材質はSD295Aとする。 

        1－　　 

       1－D13は、開口の上下、両面に1本ずつ、計4本を配置することを示す。

    2. 横開口際補強筋の材質はSD295Aとする。 

       1－□は、開口の左右に1組ずつを配置することを示す。 

       ５０㎜以上の間隔で配置する。 

注) 1. 縦開口際補強筋はスターラップと同径、同材質とし、複数並ぶ場合は 

(開口片側の枚数)

イ.縦開口際補強筋

(1ヶ所の本数)

ロ.横開口際補強筋
貫通孔径

ハ.上下補強筋

(L字型のセット数)

    ては 十分注意すること。
    ひずみが生じることがあるため、貫通孔位置の決定にあたっ
注）ウェブの板厚が６㎜以下の場合は、補強プレートの溶接により

ＳＲＣの補強

連通管の貫通孔補強

上下補強筋

1-     あばら筋と同径

ななめ補強筋

あばら筋と同径･同材質･同形状

横開口際補強筋 1-D13

第１あばら筋

横開口際補強筋 1-D13

基礎梁主筋

連通管150または200φ半割り

1. ななめ補強筋

 　　D-13　2本1組 x 2組　(基礎梁の両側面配置) 

2. 基礎梁主筋との間隔が確保できない場合監理者と協議のこと。 

3. 底盤がなく、捨コン、土間コンなどでピットを形成している場合、上図 

   のような連通管は配置ができないので、ピット底レベルを上げるか、 

   同程度の貫通形状を梁断面の下に確保するよう調整すること。

▼

1.2SD 100以上 1.2SD

Lo

S
D

5.　貫通孔の間隔は水平投影距離とする。
4.　隣り合う貫通孔の径が異なる場合の間隔は、その平均値とする。

3.　貫通孔の間隔（孔芯間距離）は貫通径の2倍以上とする。

2.　貫通孔の径はSD/2以下とする。
1.　貫通孔は上図の　　　　内に設けること。

貫通孔の径、配置

Ｓ梁

梁天端

　Ｓ梁の補強

1. 補強材の材質　プレート：母材と同質　スリーブ：STK400

2. 表中※印部の補強方法は、特記による。 

3. 100φ以下の貫通孔は、100φ補強とする。 

4. 鉄骨造梁に既製梁貫通補強を適用する場合には、（財）日本建築センターの評定を受けた製品とし、

注)　既製品(ハイリングⅢ、フリードーナツ、OSリングなど)を使用する場合の

  　貫通孔の径、配置、間隔などは、認定の仕様に関らず、基本的に本基準に準じること。

        は、開口の上下に1セットずつを配置することを示す。　 

   補強サイズ等の計算には、せん断余裕度1.20以上を確保すること。

175φ

225φ

4）梁貫通の径、位置、本数は施工図にて確認し、梁貫通補強の工法と設計施工標準図、補強リスト

   および補強計算書を監理者に提出の上、承認を得ること。
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【許容支持力および適用範囲】
１　件名
　　N-ECSパイル工法

　　　　　（くい先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む）　TACP-0684）

　　　　　（くい先端地盤：粘土質地盤　　　　　　　　TACP-0683）

２　地盤の許容支持力
　　　本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に生ずる力に対す

　　　る地盤の許容支持力

　　　　1）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

　　　　　　　　Ra=　　｛αNAp+(βNsLs+γquLc)ψ｝
　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　 3

　　　　2）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

　　　　　　　　Ra=　　｛αNAp+(βNsLs+γquLc)ψ｝
　　　　　　　　　　 2

　　　　　　　　　　 3

　　ここで、　　　　　　α：くい先端支持力係数（α=150）

　　　　　　β：砂質地盤におけるくいの周面摩擦力係数（β=0）

　　　　　　γ：粘土質地盤におけるくいの周面摩擦力係数（γ=0）

　　　　　　 N：基礎ぐいの先端付近（杭先端より下方に1Dw、上方に1Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験に

　　　　　　　　よる打撃回数（N値）の平均値（回）

　　　　　　Dw：有効断面積（Ap）と等価な円の直径（以下、等価円直径という）

　　　　　　Ap：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

　　　　　　　　Ap=η･Ag

　　　　　　　　　 η：低減係数（Dw/Dp≦2.5のとき1.0、Dw/Dp＞2.5のとき0.95）

　　　　　　　　　 Ag：基礎ぐい先端の実断面積（㎡）

　　　　　　Ns：基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

　　　　　　Ls：基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m）

　　　　　　qu：基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）

　　　　　　Lc：基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（m）

　　　　　　ψ：基礎ぐいの周囲の長さ（m）

　　　基礎ぐい先端の有効断面積（Ap）、および等価円直径（Dw）

呼称 Dp

くい径

（mm）

直径Dw

等価円

（mm）

Dw/Dp 断面積Ap

有効

（㎡）

165.2 165.2 374.8 2.269 0.1103 318.5 731.7 2.297 0.4205

165.2A 165.2 446.2 2.701 0.1486 318.5 846.4 2.658 0.5346

165.2B 165.2 503.4 3.047 0.1891 318.5 936.2 2.939 0.6540

190.7 190.7 448.3 2.351 0.1578 355.6 747.0 2.101 0.4382

190.7A 190.7 494.6 2.593 0.1825 355.6 865.0 2.433 0.5877

190.7B 190.7 605.4 3.175 0.2735 355.6 983.4 2.765 0.7215

216.3 216.3 505.9 2.339 0.2010 406.4 821.0 2.020 0.5293

216.3A 216.3 623.9 2.884 0.2904 406.4 921.0 2.266 0.6662

216.3B 216.3 688.4 3.183 0.3536 406.4 1054.2 2.594 0.8292

267.4 267.4 608.2 2.274 0.2905 457.2 922.3 2.017 0.6681

267.4A 267.4 733.4 2.743 0.4014 508.0 1025.0 2.018 0.8251

267.4B 267.4 798.0 2.984 0.4751

267.4C 267.4 880.6 3.293 0.5786

318.5

318.5A

318.5B

355.6

355.6A

355.6B

406.4

406.4A

406.4B

457.2

508.0

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

　　　※　●で示した仕様は、杭先端地盤が粘土質地盤の場合でのみ適用可能

３　くい材から決まる許容支持力

　　　　　　　　LNa=　　Ae(1-α1-α2）
　　　　　　　　　　 F

　　　　　　　　　　1.5

*

　　但し、　　　　　　F　=F･（0.80+2.5･te/r）　　　（0.01≦te/r＜0.08）

　　　　　　F　=F　　　　　　　　　　　　（te/r≧0.08）

*

*

　　ここで、　　　　　　F ：上記の式より計算した数値（N/㎟）*

　　　　　　F ：設計基準強度（N/㎟）

　　　　　　te：腐食しろを除いた鋼管の厚さ（mm）

　　　　　　r ：鋼管の半径（mm）

　　　　　　Ae ：腐食しろを除いた鋼管の断面積（㎟）

　　　　　　α1：長さ径比による低減率

　　　　　　　　 L＞100Dpの場合、α1=（L/Dp-100）/100

　　　　　　　　 L≧100Dpの場合、α1=0

　　　　1）くい材から決まる長期許容支持力

　　　　2）くい材から決まる短期許容支持力

　　　　　　　　SNa=1.5×LNa

４　引抜き方向の短期支持力

　　　　　　　　tRa=　　κ･Nt･Atp+Wp
　　　　　　　　　　 2

　　　　　　　　　　 3

　　　　1）地盤から決まる引抜き方向の短期許容支持力

　　ここで、　　　　　　κ ：先端抵抗係数（κ=70）

　　　　　　Nt ：基礎ぐいの先端付近（くい先端より上方に3Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験による打撃

　　　　　　　　 回数（N値）の平均値（回）　（5≦Nt≦50）

　　　　　　Atp：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

　　　　　　Wp ：浮力を考慮したくいの有効自重（kN）

　　　　2)くい材から決まる引抜き方向の短期支持力

　　　　　　　　tNa=F･Ae

５　適用範囲
　　　　1）適用する地盤の種類

　　　　　粘土質地盤、砂質地盤（礫質地盤含む）

　　　　　くいの周囲の地盤は砂質地盤、および粘土質地盤とする

　　　　2）最大施工深さ

　　　　　くい径（Dp）の130倍もしくは58.0m（くい先端地盤が砂質の場合は49.5m)のいずれか小さい値

　　　　　とし下表による

くい径 Dp（mm）

※1

165.2

砂質

粘土質

※2

※2

最大施工

　深さ（m）

21.48

21.48

190.7

24.79

24.79

216.3

28.12

28.12

267.4

34.76

34.76

318.5

41.40

41.40

355.6

46.22

46.22

406.4

49.50

52.83

457.2

49.50

58.00

508.0

49.50

58.00

　　　　　※1　最大施工深さは、施工地盤からくい先端までの施工深さ

　　　　　※2　基礎ぐい先端付近の地盤を示す

　　　　3）適用する建築物の規模

　　　　　延べ面積が、500,000 ㎡以下の建築物

【N-ECSパイルの構造・規格】
１　N-ECSパイルの寸法 

呼称

165.2

165.2A

165.2B

190.7

190.7A

190.7B

216.3

216.3A

216.3B

267.4

267.4A

267.4B

267.4C

318.5

318.5A

318.5B

355.6

355.6A

355.6B

406.4

406.4A

406.4B

457.2

508.0

Dp

（mm）

165.2

165.2

165.2

190.7

190.7

190.7

216.3

216.3

216.3

267.4

267.4

267.4

267.4

318.5

318.5

318.5

355.6

355.6

355.6

406.4

406.4

406.4

457.2

508.0

Dw

（mm）

374.8

446.2

503.4

448.3

494.6

605.4

505.9

623.9

688.4

608.2

733.4

798.0

880.6

731.7

846.4

936.2

747.0

865.0

983.4

821.0

921.0

1054.2

922.3

1025.0

t1

（mm）

9.3

t3

（mm）

19[－]

25[22]

32[25]

25[－]

28[22]

32[28]

28[－]

36[28]

45[36]

32[－]

40[32]

50[45]

50[45]

36[－]

45[36]

50[40]

36[－]

45[40]

50[45]

36[－]

45[36]

55[55]

40[32]

45[36]

L1

（mm）

110

130

150

130

145

180

150

185

205

180

215

235

260

220

250

275

220

255

290

240

270

312

270

300

L2、L4

（mm）

200

240

270

240

265

325

270

335

370

325

395

430

475

390

455

505

400

465

530

440

495

567

495

550

L3

（mm）

310

370

420

370

410

505

420

520

575

505

610

665

735

610

705

780

620

720

820

680

765

879

765

850

L5

（mm）

107.5

127.5

145.0

127.5

132.5

172.5

145.0

172.5

207.5

172.5

207.5

220.0

245.0

210.0

225.0

245.0

205.0

225.0

245.0

220.0

245.0

272.5

245.0

272.5

L6

（mm）

185

185

185

225

225

225

250

250

250

305

305

305

305

360

360

360

390

390

390

440

440

440

500

555

L9

（mm）

95

115

115

115

125

125

130

150

150

155

180

180

180

170

195

195

175

205

205

195

225

225

230

260

L14

（mm）

29[－]

37[34]

46[39]

37[－]

41[35]

49[45]

42[－]

53[45]

65[56]

49[－]

60[52]

71[66]

74[69]

56[－]

67[58]

74[64]

56[－]

67[62]

74[69]

57[－]

69[60]

81[81]

64[56]

71[62]

R

（mm）

237

282

318

283

312

382

319

393

433

383

461

502

553

461

532

588

469

543

617

516

578

662

578

643

　　※　[ ]は支持力計算ケース3（括弧なしは支持力計算ケース1）を採用した場合の数値

２　N-ECSパイルの特殊部

▽くい先端

(軸部鋼管の最下端)

面取り加工

面取り加工

33°
10°

曲げ

図a.

　　※　標準材質　特殊部：STK490、翼部：SM490A
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部
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図a.翼プレート曲げ加工図L5
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t
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呼称 Dp

（mm）

Dw

（mm）

t1' t3

165.2 165.2 374.8 7.1 19.0

165.2A 165.2 446.2 9.3 25.0

165.2B 165.2 503.4 9.3 32.0

190.7 190.7 448.3 7.0 25.0

190.7A 190.7 494.6 8.2 28.0

190.7B 190.7 605.4 8.2 32.0

216.3 216.3 505.9 12.7 28.0

216.3A 216.3 623.9 12.7 36.0

216.3B 216.3 688.4 12.7 45.0

267.4 267.4 608.2 12.7 32.0

267.4A 267.4 733.4 16.0 40.0

267.4B 267.4 798.0 19.0 50.0

267.4C 267.4 880.6 19.0 50.0

（mm）（mm）

　　[ケース1] 適用範囲

　　長期：5≦N≦50、短期：5≦N≦40

　　但し、※1 長期 N≦40、短期 N≦26

　　　　　※2 長期 N≦50、短期 N≦33

318.5 731.7 12.7 36.0

318.5 846.4 19.0 45.0

318.5 936.2 19.0 50.0

355.6 747.0 12.7 36.0

355.6 865.0 19.0 45.0

355.6 983.4 19.0 50.0

406.4 821.0 12.7 36.0

406.4 921.0 16.0 45.0

406.41054.2 19.0 55.0

457.2 922.3 16.0 40.0

508.01025.0 16.0 45.0

318.5

318.5A

318.5B

355.6

355.6A

355.6B

406.4

406.4A

406.4B

457.2

508.0

３　N-ECSパイルの材質
部位 使用材料

基礎ぐいの軸部

JIS G 3444（2016）に定めるSTK400、STK490、及びSTK540

JIS G 5525（2019）に定めるSKK400、及びSKK490

JIS G 3475（2016）に定めるSTKN400W、STKN400B、及びSTKN490B

くい先端部の翼、 JIS G 3106（2017）に定めるSM490A、SM490B、SM490C、SM490YA、及びSM490YB

JIS G 3136（2012）に定めるSN490B、及びSN490C　及び組立版

キー材、及び
JIS G 3101（2017）に定めるSS400

　裏当て金具

JIS G 3106（2017）に定めるSM400A、SM400B、SM400C、SM490A、SM490B

　　　　　　　　　　　　　SM490C、SM490YA、及びSM490YB

JIS G 3106（2012）に定めるSN400A、SN400B、SN400C、SN490B、及びSN490C

４　継手
　　1）溶接継手標準図 　　2）現場自動溶接ロボット工法　ECS-AW

（上下で肉厚が同じ場合）　　　（肉厚が異なる場合） 　　a.ロボット本体仕様

　　　本体外形寸法：幅388mm、奥行120mm、高さ236mm

　　　レール寸法：幅120mm、厚さ20mm

　　　本体重量：約4.5kg

　　b.溶接方法

　　　セルフシールドアーク溶接

　　c.適用くい径

　　　Dp=165.2～508.0mm

　　　　※上記数値は標準タイプの場合

※1

※2

※2

※2

【くい芯間隔とへりあきの推奨値】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（GBRC性能証明第19-24号 改2）

呼称 Dp

くい径

（mm）

間隔 A

くい芯

（mm）

165.2 165.2 640 175

呼称 Dp

くい径

（mm）

318.5

165.2A 165.2 750 210 318.5

165.2B 165.2 850 210 318.5

190.7 190.7 760 210 355.6

190.7A 190.7 850 240 355.6

190.7B 190.7 1050 240 355.6

216.3 216.3 850 240 406.4

216.3A 216.3 1050 300 406.4

216.3B 216.3 1200 300 406.4

267.4 267.4 1030 300 457.2

267.4A 267.4 1250 350 508.0

267.4B 267.4 1350 350

267.4C 267.4 1500 350

318.5

318.5A

318.5B

355.6

355.6A

355.6B

406.4

406.4A

406.4B

457.2

508.0

-

-

-

-

-

-

-

-

B

へりあき

（mm）

間隔 A

くい芯

（mm）

1300 400

1500 400

1600 400

1300 400

1500 450

1700 450

1500 500

1600 500

1800 500

1700 500

1800 550

B

へりあき

（mm）

　　　　※　下表の推奨値は施工偏心を見込まない場合 B
B

B BA

A

A

0
.
8
7
×
A

B

B 1.41×A B

B
1
.
4
1
×
A

B

【くい頭部の接合例 】
　タイプA-1（引抜力を負担しないくいの場合）

1
D
p
程
度

2
D
p
以
上

Dp

タイプA-2（引抜力を負担させるくいの場合）

1
D
p
程
度

2
D
p
以
上

Dp

　　　　※くい頭溶接の鉄筋は

　　　　　引抜き力だけを負担

　　　　　する

　タイプB（仮想鉄筋コンクリート円柱）

5
d
+
7
0
m
m
程
度

2
D
p
以
上

Dp

1
D
p
程
度

Dp

D
p
/
4

D
p
/
2

2
D
p
以
上

　タイプC-1（ずれ止めを用いる場合）

5
d
+
7
0
m
m
～

1
D
p
程
度

Dp

D
p
/
4

D
p
/
2

2
D
p
以
上

タイプC-2（くい頭補強筋とずれ止めを用いる場合）

　　　　　　※ずれ止め、吊型

　　　　　　　枠を取付け後、

　　　　　　　くい頭補強筋を

　　　　　　　溶接する

ずれ止め

【施工管理方法】
　N-ECSパイル工法では、以下の管理方法により現場ごとの「支持層確認管理値」を決定し、くいの先端が確

　実に支持層に到達していることを確認して、打ち止め管理を行う。

　1）PR値

　 　N-ECSパイル工法は「PR値」により施工管理を行う（PR値：くい1回転あたりの地中への貫入量（mm））

　2）施工管理方法

　 a.本ぐいの施工に先立ち、地盤調査（標準貫入試験）位置または近傍にて試験ぐいの施工を行う。試験ぐ

　 　いでは、地表面からくい先端所定位置まで全長に亘り、深度・PR値・トルクを測定し、地盤調査資料と

　 　比較して整合性を検証する。このとき、地盤調査位置近傍に本ぐいがある場合には、これを試験ぐいと

　 　することができる。　　　※くい先端所定位置：設計上必要とされるN値の発現深度

　 b.試験ぐいに不整合が無ければ、試験ぐいの施工データと比較しながら本ぐいを3本施工し、支持層上端

　 　より1.0m上部（引抜き方向の支持力を負担するくいについては3Dwかつ1.0m上部）から試験ぐいと同一

　 c.試験ぐいを含めた管理値設定ぐい計4本について、支持層上端におけるPR値の平均値を求める。また、

　 　合わせてトルクの最小値を求める。

　 d.c.で求めた平均値の130%を当該現場における「支持層確認管理値」とする。また、トルクの最小値とバ

　 　ラつきの程度を考慮して打ち止め参考トルクを設定する。

　 e.本ぐいの施工時には、支持層上端と想定される深度より1.0m上部（引抜き方向の支持力を負担させるく

　 　いについては3Dwかつ1.0m上部）から試験ぐいと同一の押圧力でPR値・トルクを測定し、「支持層確認

　 f.支持層上端より1Dp以上くいを根入れし、打ち止めとする。根入れの時はくいを正転させ、打ち止める。

　 ※　PR値が「支持層確認管理値」以下となった後、根入れの際に施工トルクがくい体の短期許容ねじり強

　 　　さを超える場合、またはPR値が「支持層確認管理値」の30%以下となる場合には、1Dpの根入れと同等

　 　　として扱う。

　 g.くいの高止まり時の処置：打ち止め条件は満たしているが、貫入が困難な場合で支持層上端以深の地盤

　 　にN値の落ち込みがないことが確実な場合は、その位置で打ち止めとし、くい頭は地面で切断とする。

　 h.くい長不足の処置：打ち止め条件を満たさないくいは適宜継いで、「支持層確認管理値」以下になるま

　 　で施工する。但し、最大施工深さを超える場合には、監理者・設計者と協議の上、指示による。

【ECS-TP工法】　　　　　　　　　　　　　　（特許第6660446号）

a.くい芯･逃芯墨出

b.建て込み
e.くいの接続

回転
回転埋設

孔あけドリル

溶接 溶接

1Dp 1Dp

d.回転埋設 f.TPくいの接続
g.くいの回転埋設

h.埋設完了

i.プレート

孔あけ
c.固 定

　2）ECS-TP工法施工手順図

　4）管理値

　　 ECS-TP工法の水平方向施工管理許容値は±20mm以内、鉛直方向の施工管理許容値は0～-10mmとし、これ

　　 を超える場合は対処方法について監理者・設計者と協議を行うものとする。

　3）施工手順

　   a.～b. 逃げくいは、直角方向2か所設定する。基準は、地面に固定したもの（鉄板等）に印す。

　   f.～g. TPくい（上くい）に、TP治具を取付け、回転埋設する。

▼支持層

▼地面
　施工

接続 接続

　   h.　　 N-ECSパイル工法打ち止め管理基準を満足していることを確認し、所定レベル0～-10mmで埋設

　   i.     テンプレートを用いてトップ・プレート上にボルト孔の墨出しを行い、位置再確認の後、ボル

　   　　   ト孔あけドリルにより施工する。

TP

2024.03.　改訂

呼称 Dp

くい径

（mm）

直径Dw

等価円

（mm）

Dw/Dp 断面積Ap

有効

（㎡）

　基礎ぐい先端の有効断面積（Atp）一覧表

呼称 Dp

くい径

（mm）

直径Dw

等価円

（mm）

Atp

有効断面積

（㎡）

165.2 165.2 374.8 0.0889

190.7 190.7 448.3

216.3 216.3 505.9

267.4 267.4 608.2

318.5 318.5 731.7

355.6 355.6 747.0

406.4 406.4 821.0

0.1292

0.1642

0.2343

0.3408

0.3389

0.3996

　　　　　※　くい頭補強筋については別途検討が必要

　ECS-TP（エクス・ティーピー）工法とは、回転貫入鋼管杭として大臣認定を取得したN-ECSパイル工法を用

　いた、柱杭一体型の施工方法をいう

くい部材

トップ・プレート

継手ボルト（F10T/S10T）

ベース・プレート

▼設計 G.L

柱部材

▼継手レベル

トップ・プレート継手ボルト

仮設ボルト孔

ベース・プレート

　1）ECS-TP工法標準図

　      　　完了とする。

埋設

※ボルト長さはレベル誤差を考慮

　　指定書　　　　　　国住参建第3938-2号

　N-ECSパイル工法

　　認定書　　　　　　国住参建第3939号

【国土交通省大臣認定】

　N-ECSパイル工法

　　認定番号　　　　　TACP-0683

　　認定書　　　　　　国住参建第3938号

　　性能評価書　　　　GBRC建評-23-231A-003

くい頭補強筋

　　認定番号　　　　　TACP-0684

中詰めコンクリート

　　指定書　　　　　　国住参建第3939-2号

中詰めコンクリート

　　性能評価書　　　　GBRC建評-23-231A-009

※

　　　※　国住参建第2401号、2402号（令和3年12月20日）による基準強度の指定で当材質は納期確認要

A

A

中詰めコンクリート

くい頭補強筋

中詰めコンクリート

中詰めコンクリート

ずれ止め
くい頭補強筋

　（くい先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む）　（くい先端地盤：粘土質地盤）

　   c.～d. くいの位置を固定し、回転埋設を行う。

　   j.　　 レベル調整用フィラーを敷設し、柱の建方を行う（鉄骨建て入れ直しの前工程でくい頭周辺に

　   　　　 捨てコンクリートを打設しておくことが望ましい）。

　   e. 　　くいの接続を行う。

　　　　　　　　（5≦N≦50　Nを算出する時の個々のN値は、N<5のときN=0、N>55のときN=55） 

　　　　　　α2：溶接継手による低減率（α2=0）

t2

（mm）

19

19

19

22

22

22

22

22

22

25

25

25

25

28

28

28

28

28

28

32

32

32

32

36

B

　 　の押圧力でPR値を測定する。

　 　管理値」以下となった深度を支持層上端とする。

　 ※　高止まり時の支持層上部より以深の地盤にN値の落ち込みが予想される場合には、くいに逆回転を与え

　 　　て引抜き、アースオーガー等にて掘削して施工困難な層を打抜き後、再施工とする。アースオーガー

　 　　等による先行掘削は支持層上端の1.0m程度上部（引抜き方向の支持力を適用するくいについては3Dwか

　 　　つ1.0m上部）とする。

呼称 Dp

くい径

（mm）

直径Dw

等価円

（mm）

Atp

有効断面積

（㎡）

165.2A 165.2 446.2 0.1349

165.2B

190.7A 190.7 494.6

190.7B 605.4

216.3A 216.3 623.9

216.3B 688.4

267.4A 267.4 733.4

0.1635

0.2593

0.2689

0.3354

0.3662

呼称 Dp

くい径

（mm）

直径Dw

等価円

（mm）

Atp

有効断面積

（㎡）

318.5A 318.5 846.4 0.4830

318.5B 318.5 936.2

355.6A 355.6 865.0

355.6B 355.6 983.4

406.4A 406.4 921.0

406.4B 406.4 1054.2

457.2 457.2 922.3

0.6087

0.4883

0.6601

0.5364

0.7431

0.5039

267.4B

267.4C

508.0

165.2

190.7

216.3

267.4

267.4

503.4

798.0

880.6

0.1775

0.4439

0.5528

508.0 1025.0 0.6224

Dp Dp

10°t
3

L3
L2

L1

t1

t1'

t1

t1'
L
9

t2

 裏当金具

4
5
°

 裏当金具

4
5
°

1
.
0
～
4
.
0
m
m

3.2～6.0mm
3.2～6.0mm

1
.
0
～
4
.
0
m
m

フィラープレート

　　※　t1' については、 2 N-ECSパイルの特殊部 による

最大回転半径：R

5.0/7.1/

8.2
5.3/7.0/

12.7
8.2/10.3/

12.7/16.0/
8.0/9.3/

19.0

12.7/16.0/
6.9/10.3/

19.0

16.0
9.5/12.7/

16.0
9.5/12.7/

16.0
9.5/12.7/

16.0
9.5/12.7/

　　[ケース3] 適用範囲

　　長期：5≦N≦30、短期：5≦N≦20

呼称 Dp

（mm）

Dw

（mm）

t1' t3

165.2 -

165.2A 165.2

165.2B 165.2

190.7 -

190.7A 190.7

190.7B 190.7

216.3 -

216.3A 216.3

216.3B 216.3

267.4 -

267.4A 267.4

267.4B 267.4

267.4C 267.4

（mm）（mm）

-

318.5

318.5

-

355.6

355.6

-

406.4

406.4

457.2

508.0

318.5

318.5A

318.5B

355.6

355.6A

355.6B

406.4

406.4A

406.4B

457.2

508.0

7.1

7.1

7.0

8.2

8.2

12.7

8.0

12.7

12.7

10.3

10.3

12.7

12.7

9.5

16.0

12.7

12.7

22.0

25.0

22.0

28.0

28.0

36.0

32.0

45.0

45.0

36.0

40.0

40.0

45.0

36.0

55.0

32.0

36.0

446.2

503.4

494.6

605.4

623.9

688.4

733.4

798.0

880.6

846.4

936.2

865.0

983.4

921.0

1054.2

922.3

1025.0

-

-

-

-

-

-

-

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

165.2

　　　※　●で示した仕様は、杭先端地盤が粘土質地盤の場合でのみ適用可能

株式会社　三誠
　本社　　　　　　　　　　　　東京都中央区新川1-8-8アクロス新川ビル9F

　　　　　　　　　　　　　　　Tel 03-3551-0211  /  Fax 03-3551-0217  /  https://sansei-inc.co.jp/

　東日本支店　　　　　　　　　埼玉県さいたま市南区南浦和2-40-2南浦和ガーデンビル6F

　　北関東営業所　　　　　　　Tel 048-813-6612  /  Fax 048-813-6615 

　　東北営業所　　　　　　　　Tel 022-217-8105  /  Fax 022-217-8137

　　新潟営業所　　　　　　　　Tel 025-242-2180  /  Fax 025-242-2183

　　　北陸出張所　　　　　　　Tel 076-231-0750  /  Fax 076-231-0751 

　　北海道営業所　　　　　　　Tel 011-252-2556  /  Fax 011-252-2557

　東京支店　　　　　　　　　　東京都中央区新川1-8-8アクロス新川ビル9F

　　営業第一部・第二部　　　　Tel 03-3551-0211  /  Fax 03-3551-0217

　　営業第三部（神奈川出張所）Tel 045-263-1625  /  Fax 045-263-1626

　　　千葉出張所　　　　　　　Tel 03-3551-0211（本社）

　西日本支店　　　　　　　　　大阪府大阪市中央区今橋3-2-20洪庵日生ビル3F

　　関西営業所　　　　　　　　Tel 06-6233-7300  /  Fax 06-6233-7310

　　中四国営業所　　　　　　　Tel 082-568-1310　/　Fax 082-568-1311

　　中部営業所　　　　　　　　Tel 052-203-8551  /  Fax 052-203-8552

　九州支店　　　　　　　　　　福岡県福岡市博多区博多駅前1-31-17東宝福岡ビル5F

　　九州営業所　　　　　　　　Tel 092-433-5833  /  Fax 092-433-5834

　　沖縄営業所　　　　　　　　Tel 098-860-6001　/　Fax 098-860-6002

　　※　寸法公差は性能評価書の内容に準じる
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(見下げ図)

・折板を支持する小梁天端は取付くY方向大梁天端+50とする。
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・▼は鉄骨柱外面を示す。
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8d

2
D
p

Dp 中詰めコンクリート:Fc39

8
0

4
2
0 3
2
5

1
7
5

柱芯

杭芯

80420

325175

杭
芯

柱
芯

Y2

500 500

1000

5
0
0

5
0
01
0
0
0

P2

は
か
ま
筋
:
4
-
D
10

ベ
ー
ス
筋
:
4
-
D
13

ベース筋:4-D13

はかま筋:4-D10

F5X

柱芯

杭芯

Y6

3
0
5

1
9
5

杭
芯

柱
芯

杭芯

柱芯

杭
芯

柱
芯

杭芯

柱芯

2
4
5
2
5
5

杭芯

柱芯

2
4
5
2
5
5

杭芯

柱芯

420 80

245 255

650

杭
芯

柱
芯

杭
芯

杭
芯

柱
芯

杭
芯

325

500 500

1000

5
0
0

5
0
01
0
0
0

P4

は
か
ま
筋
:
4
-
D
10

ベ
ー
ス
筋
:
4
-
D
13

ベース筋:4-D13

はかま筋:4-D10

柱芯

杭芯

3
0
5

1
9
5

杭
芯

柱
芯

420 80

325

295

柱
芯

175

175

450 450

900

4
5
0

4
5
09
0
0

P2

は
か
ま
筋
:
4
-
D
10

ベ
ー
ス
筋
:
4
-
D
13

ベース筋:4-D13

はかま筋:4-D10

F6A
275175

柱
芯

2
7
5

1
7
5

柱芯

80370

杭芯

8
0

3
7
0

杭
芯



G0

2-D19

2-D19

-

□-D13@200

2

5
0
0

600

2

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

全断面

1
5
0

[-200X80X7.5X11鉄　骨

G0A

端部 中央

2

2

2

2

2-D19

2-D19

-

□-D13@200

4-D19

4-D19

G10

2-D19

2-D19

-

□-D13@200

全断面

ＭＢＬレベル梁伏図 A3:S=1/80

MBL(1FL+2700)

符　号 位　置厚　さ 備　考

上端筋

下端筋

主　筋　方　向 配 力 筋 方 向

S1 160 D10,D13@200(ｼﾝｸﾞﾙ) D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

スラブリスト

各配筋詳細図 A3:S=1/80

設計GL

2
7
0
0

1
0
0 1FL

MBL

80 80
160

ﾖｺ筋:D10@200

縦筋:D10@200

80 520

600
L
2 5
0
0

EW16配筋詳細図

通芯

FG

G

EW16→

土間コンクリート配筋詳細図

通芯

L
2

160

80 80

ﾖｺ筋:D10@200

ﾀﾃ筋:D10@200

1-D13

6
5
0

休憩室

休憩室立上り壁配筋詳細図

L
2

一級建築士 第280016号・構造設計一級建築士 第7496号　小林弘典

イン・オリジン一級建築士事務所（福岡県知事登録 第1-60659号）

管 理 建 築 士 設　　　　 計 製　　　　図

資 格 者 氏 名

登　録　番　号

所    在    地

名　　　　 称

摘　　   要

検　　　 印

図 面 名 称

縮　　　 尺

図 面 番 号

設

工 事 名 称

工 事 場 所

発 注 機 関

工 事 年 度

　那覇港管理組合 企画建設部 計画建設課

（株）翁長設計

基礎梁・RC部材リスト、各配筋詳細図
A1:S=1/40 A3:S=1/80

　那覇市港町1丁目5番地、204番地

S-

計

者

34

吉 田 　康 平

一 級 建 築 士 大 臣 登 録 第376384号

沖 縄 県 浦 添 市 勢 理 客 3-2-24-201

令和６年度（仮称）新港ふ頭9号上屋建替工事（建築）

ポンプ室

FS1 200 D13@200(ｼﾝｸﾞﾙ) D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ) 消火水槽

1
5
0
1
5
0

ワイヤーメッシュ:φ6@150(ｼﾝｸﾞﾙ)
1FL

倉　庫

休憩室

外部 内部

鉄骨部仕口 G.PL-9,HTB2-M20

2

5
0
0

600

2

1
5
0

外部 内部 外部 内部

2

5
0
0

600

2

1
5
0

外部 内部

[-200X80X7.5X11

G.PL-9,HTB2-M20

[-200X80X7.5X11

G.PL-9,HTB2-M20

1)梁内鉄骨は建方用で、鋼材はSS400、HTB S10T、溶融亜鉛メッキは不要とする。

・開口補強筋
ﾀﾃ筋:1-D10
ﾖｺ筋:1-D10
斜筋: -

図は、梁段差がない一般的な配筋を示しているので、

主筋位置については工事監理者の確認を得る事。

Ｘ方向基礎梁上端筋

Ｙ方向基礎梁上端筋

梁段差がある場合等は別途検討し、

Ｘ方向基礎梁下端筋

Ｙ方向基礎梁下端筋

梁主筋位置配筋要領

X1

Y1

X2

Y3

95

9
5

6
0
0

600

か
ぶ
り
:
65

か
ぶ
り
:
65

かぶり:65 かぶり:65

175 300 175

650

1
7
5

3
0
0

1
7
5

6
5
0

650

325 325

1
7
5

5
8
8

1
8
7

9
5
0

1
7
5

3
0
0

1
7
5

6
5
0

175 390 185

750

H-390X300X10X16

H-300X300X10X15

H-700X300X13X24

C3

C2

C4

G0

G
1
0

ＭＢＬ(1FL+2700)梁主筋配筋要領 A3:S=1/40

は梁主筋を柱ウェブ貫通する位置を示す。

80

8
0

369 369

2
0
0

2
0
0

ワイヤーメッシュ

φ6@150(ｼﾝｸﾞﾙ)
(上端から土間ｺﾝｸﾘｰﾄ厚の1/3程度の位置に設ける)

(上端から土間ｺﾝｸﾘｰﾄ厚の1/2程度の位置に設ける)

図は、梁段差がない一般的な配筋を示しているので、

主筋位置については工事監理者の確認を得る事。

Ｘ方向基礎梁上端筋

Ｙ方向基礎梁上端筋

梁段差がある場合等は別途検討し、

Ｘ方向基礎梁下端筋

Ｙ方向基礎梁下端筋

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

1
0
0設計GL

3
0
0

・ * は配筋基準によるｶｯﾄｵﾌ長さを示す。
・ - は対象外を示す。

・下表以外の部材については、配筋基準による。

符　号

位　置

上端筋

下端筋

1段筋

2段筋

2段筋

1段筋

最小カットオフ長さ 梁主筋位置配筋要領

FG0

2-D25

2-D25

4-D10

□-D10@200

2

9
0
0

350

2

符　号

位　置

断　面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

1
0
0設計GL

2
0
0

全断面

FG1

4-D25

2-D25

4-D10

□-D10@200

2-D25

3-D25

端部 中央

2

9
0
0

350

2

2

2

2

1

FG10

2-D25

2-D25

4-D10

□-D10@200

2

9
0
0

350

2

全断面

FG11

4-D25

2-D25

4-D10

□-D10@200

2-D25

3-D25

端部 中央

2

9
0
0

350

2

2

2

2

FG6

5-D25

5-D25

2-D10

□-D13@200

3

8
0
0

450

3

全断面

2

2

3-D25

4-D25

3

8
0
0

450

3

Y2,Y6通端

1

2-D10

□-D13@200

3-D25

4-D25

3

3

中央

1

5-D25

3-D25

3

3

Y4通端

FG16

Fb1

2-D22

2-D22

2-D10

□-D10@200

2

8
0
0

300

2

全断面

基礎梁リスト A3:S=1/80

符　号

位　置

上端筋

下端筋

1段筋

2段筋

2段筋

1段筋

1FL

1FL

1

2

Fb0

1-D19

1-D19

1-D10

-D10@200

1

8
0
0

200

1

全断面

4-D10

9
0
0

350

FG12

6
0
0

Y7通端 中央 Y8通端

4-D25

4-D25

2-D25

4-D25

4-D25

4-D25

□-D10@200

2
2

2
2

2
2

2
2

2

2
2

4-D10

9
0
0

450

FG13

6
0
0

Y7通端 中央 Y8通端

5-D25

5-D25

3-D25

5-D25

3-D25

3-D25

□-D13@200

3
2

2
3

3

3

3

2
3

-

-



_____

10000

_____

10000 9500 500 500 9500 10000

____

5640

X1 X2

X6 X9 X13

X14

X15

X7 X8

_
__
__

1
00
00

1
00
00

Y1

Y3

Y5

4
8
05

Y1

Y4

Y7

Y2

95 95

9
5

195

_
__
__

1
00
00

9
5

2
45

N

X方向

Y方
向
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一級建築士 第280016号・構造設計一級建築士 第7496号　小林弘典

イン・オリジン一級建築士事務所（福岡県知事登録 第1-60659号）

管 理 建 築 士 設　　　　 計 製　　　　図

資 格 者 氏 名

登　録　番　号

所    在    地

名　　　　 称

摘　　   要

検　　　 印

図 面 名 称

縮　　　 尺

図 面 番 号

設

工 事 名 称

工 事 場 所

発 注 機 関

工 事 年 度

　那覇港管理組合 企画建設部 計画建設課

（株）翁長設計

柱芯線図、鉛直ブレース取合い詳細図

S-

計

者

35

吉 田 　康 平

一 級 建 築 士 大 臣 登 録 第376384号

沖 縄 県 浦 添 市 勢 理 客 3-2-24-201

令和６年度（仮称）新港ふ頭9号上屋建替工事（建築）

那覇市港町1丁目5番地、204番地

95150

C3

C5

C6

C6

C3

C7C7

9
50

1
75

5
88

1
87

650

325 325

650

325 325

9
50

1
75

5
88

1
87

6
50

1
75

3
00

1
75

650

175 300 175

750

175 185

C3

C2 C2

C4

柱芯線図

P35A
P35

RC柱に干渉する部分は

片フランジカットとする

・ は基礎梁側面増打ちを示す。

6
50

3
25

3
25

P35A

10000

_
__
__

1
00
00

95

9
5

C3

C2

C4

鉛直ブレース取合い図

P20M

_____

10000

胴縁

1
94

V1:[-125X65X6X8

G0

胴縁

5
0

5
0

P35A

P20M P20M

PL-9 PL-9

X1 X2

X3

Y3

Y1

特記無き限り下記による。

S=1/60

S=1/60

・ は胴縁位置を示す。

特記無き限り下記による。

・ ▽は鉄骨柱芯を示す。
・ ▼は鉄骨柱外面を示す。
・ ▼ はRC柱外面を示す。

・ ▽は鉄骨柱芯を示す。
・ ▼は鉄骨柱外面を示す。

P35

X3

X47500

8
0

80

650

325 325

C1C1

650

325 325

80

650

175300175

9
50

1
75

5
88

1
87

6
50

1
75

3
00

1
75

9
50

1
75

5
88

1
87

650

175300175

6
50

3
25

3
25

C5

650

175300175

6
50

3
25

3
25

5
50

2
75

2
75

550

275275

5
502
75

2
75

950

175

275

C1

650

325 325 650

475 175

9
50

1
75

5
88

1
87

6
50

1
75

3
00

1
75

588187

550

275

8
0

8
0

80

950

175 588 187

6
50

3
25

3
256
50

3
25

3
25

A1:S=1/30 A3:S=1/60

390 _
__
__

1
01
95

175 175

350

1
75

4
5

8
0

1
95

Y6

_
__
__

1
01
95

1
30



柱・柱脚リスト（１） A3:S=1/80

符　号

ベースプレート

アンカーボルト

無収縮モルタル

HOOP

主　筋

MBL

50ア

EB150-4-24
ﾊｲﾍﾞｰｽNEO工法(ｾﾝｸｼｱ)

8-D16

□-D13@150

□-150X150X6(BCR295)

Ｃ１

H-588X300X12X20

50ア

A.BOLT:4-M20(SNR400)L=500
PL-22X350X650

6
5
0

350

H-588X300X12X20

1
5
0

1
5
0

50 50

12-D25

□-D13@100

Ｃ３

H-300X300X10X15

50ア

A.BOLT:4-M20(ABR400)L=500
PL-22X350X350

3
5
0

350

H-300X300X10X15

1
0
0

50 50

650

8-D22

□-D13@100

3

3

Ｃ４

H-390X300X10X16

50ア

A.BOLT:4-M20(ABR400)L=500
PL-22X450X350

3
5
0

450

H-390X300X10X16

5
0

5
0

150 150

750

6
5
0

10-D22

□-D13@100

4

3

1
0
0

Ｃ５

H-300X300X10X15

50ア

A.BOLT:4-M20(ABR400)L=500
PL-22X350X350

3
5
0

350

H-300X300X10X15

5
0

100 100

650

6
5
0

8-D22

□-D13@100

3

3

5
0

6
5
0

550

5
5
0

3

3

・

無印 : SS400

B : SN400B

A : SM490A

B : SN490B

N

N

C : SN490C(ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ)N

備　考

SRC造

S造
BN

BN

BN

BN

BN

BN

BN

BN

Ｐ２０Ｍ Ｐ３５・Ｐ３５Ａ

H-194X150X6X9 H-350X175X7X11

一級建築士 第280016号・構造設計一級建築士 第7496号　小林弘典

イン・オリジン一級建築士事務所（福岡県知事登録 第1-60659号）

管 理 建 築 士 設　　　　 計 製　　　　図

資 格 者 氏 名

登　録　番　号

所    在    地

名　　　　 称

摘　　   要

検　　　 印

図 面 名 称

縮　　　 尺

図 面 番 号

設

工 事 名 称

工 事 場 所

発 注 機 関

工 事 年 度

　那覇港管理組合 企画建設部 計画建設課

（株）翁長設計

鉄骨柱・間柱リスト
A1:S=1/40 A3:S=1/80

　那覇市港町1丁目5番地、204番地

S-

計

者

36

吉 田 　康 平

一 級 建 築 士 大 臣 登 録 第376384号

沖 縄 県 浦 添 市 勢 理 客 3-2-24-201

令和６年度（仮称）新港ふ頭9号上屋建替工事（建築）

X方向

Y方
向

N C N C N C N C

符　号

ベースプレート

アンカーボルト

無収縮モルタル

断 面

X方向

Y方
向

備　考

HOOP

主　筋

礎　柱

1F

Ｐ１９

H-198X99X4.5X7

A.BOLT:4-M20(SS400)L=400
PL-19X400X225

50ア

[P35柱脚]

P35A柱脚は鉄骨詳細図参照

P35柱脚

Ｃ６(休憩室)

H-100X100X6X8

Ｐ１０Ｗ(休憩室)

A.BOLT:2-M16(SS400)L=400
PL-12X200X150

ﾌｯｸ付き、ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

50ア

100

1
5
0

200

-

-

強軸方向は伏図参照

溶融亜鉛メッキ不要 溶融亜鉛メッキ不要

共通事項

ﾌｯｸ付き、ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

225

5050

4
0
0

1
0
0

1
0
0

G.PL-6,HTB2-M16 G.PL-9,HTB4-M16G.PL-6,HTB2-M16G.PL-6,HTB2-M16鉄骨取合い部

鋼材

1
7
53
0
0 1
7
5

175 300 175 175 390 185 175 300 175

・ＭＢＬの柱梁仕口部のHOOPはシャフト部と同じとする。

仕口部HOOP

1FL

RC造 -D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

柱・柱脚リスト（２） A3:S=1/80

・ 溶融亜鉛メッキの範囲は伏図及び軸組図による。ただし、完成時にコンクリートに被覆される部分はメッキ不要。

・ HTBはS10T。ただし、母材が溶融亜鉛メッキの場合は溶融亜鉛メッキボルト F8Tとする。

・▼は通芯を示す。

X方向

Y方
向

650

9
5
0

4

1
7
5

5
8
8

1
8
7

175
300

175

Ｃ１Ａ

H-588X300X12X20

H-588X300X12X20BN

BN

1FL+6760

Ｃ７

H-588X300X12X20

50ア

A.BOLT:4-M20(ABR400)L=500
PL-22X650X350

3
5
0

650

H-588X300X12X20

5
0

5
0

150 150

950

6
5
0

12-D22

□-D13@100

4

4

BN

BN

N C

175 588 187

-D13@100

間柱リスト A3:S=1/80

符　号

ベースプレート

アンカーボルト

無収縮モルタル

断 面

X方向

Y方
向

備　考

HOOP

主　筋

礎　柱

1F

鉄骨取合い部

Ｃ２

H-588X300X12X20

H-588X300X12X20BN

BN

H-700X300X13X24BN

-D13

礎柱部は柱リスト参照

礎柱主筋を引き伸ばす

全ての主筋頂部フックなし

礎柱（Ｃ６）上部増打ち要領

1
7
0
以
上

4

アンカーボルトの頭に40mm以上のコンクリートが被覆される様、礎柱上部を増打ちとする。

950

6
5
0

4

4

175588187

X11通 X14通



タイプＣ

タイプＢ２

P
y×

N
4
0

P
y×

N
4
0

4
0

40

401040

40

Px40

10

40
40

10

4
0

P
y×

N

40

SPL

4
0

40

Px40
10

タイプＡ

ａ

ａ

ａ

ａ

タイプＢ

nx ﾎﾞﾙﾄ本数
n(nx×ny)

ny

大梁・片持ち梁断面リスト

Ｇ１符　号

位　置

備　考

RBL

RBL2

全断面

H-294X200X8X12 N B H-588X300X12X20

Ｇ１１

端部 中央

H  -588X300X12X20 N B H-588X300X12X20

端部 中央

A H-588X300X12X20

端部

N B H-600X200X11X17 H  -600X200X11X17 N B H-250X250X9X14 H  -250X250X9X14

H 

全断面

 -248X124X5X8

Ｇ６

N B H-300X150X6.5X9 H  -300X150X6.5X9

継手リスト
1) 鋼材は母材の中央部材と同じとする。

2)

凡　例 

フ　ラ　ン　ジ ウ　ェ　ブ
梁サイズ

ﾎﾞﾙﾄ径 本数 配列 ｹﾞｰｼﾞ(g1) ｹﾞｰｼﾞ(g2) 外添板 内添板 添板ﾋﾟｯﾁ(p)

※　*寸法はボルト配列を外側に半ピッチずらすことを表す。

SCSS-H97鉄骨構造標準接合部Ｈ形鋼編」準拠

M20 5本 2列(千鳥) 150mm 40mm PL-530X300X12 2PL-530X110X16 120mm 2PL-440X290X9

ﾎﾞﾙﾄ径

M20

本数 配列

4本 2列

小梁他２次部材断面リスト 1) 材種:SS400,SSC400,STKR400

符　号 Ｈ形鋼サイズ ﾀｲﾌﾟ ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ HTB(本数) 添　板 備　　　考

b10 H-100X50X5X7 A PL-6 2-M16

凡　例

部材

必要溶接長(L)

HTB引張耐力

(kN)

GPL-txb min

L L L=L1+L2
TYPE③TYPE②TYPE①符号

短期

備　　考

共通事項

1)鋼材はSS400ブレースリスト

M16 9×70 1-M16 80 56 7238

BR3

a 断面

Ｂタイプ

M24～M33
M12～M22

Ａタイプ

e=40

t=ガセットプレート厚さ

p=60

b=必要幅

b

e
pe

丸鋼

a

2S
以
上

L

L ≧ Le

L

S

L ≧ Le/2+2S L1,L2≧ Le/4+2S

タイプ① タイプ② タイプ③ S

L1

L2

2S
以
上

S

S

a

「東京都建築構造設計指針 2019」より。

b19 H-198X99X4.5X7 B PL-6 2-M16

b24 H-248X124X5X8 B PL-6 2-M20

b29 H-298X149X5.5X8 B PL-6 3-M20

b39

H-396X199X7X11

B PL-9 5-M20

b44 H-446X199X8X12
B PL-9 5-M20

V1

符　号 Ｈ形鋼サイズ ﾀｲﾌﾟ ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ HTB(本数) 添　板

2)

N B -588X300X12X20

N B -588X300X12X20

N B -600X200X11X17

N B -250X250X9X14

N B -300X150X6.5X9

M20 3本 2列 120mm - PL-410X200X12 2PL-410X80X12 120mm 2PL-440X290X9M20 4本 2列

M20 4本 2列(千鳥) 150mm 40mm PL-530X250X12 2PL-530X100X12 60mm 2PL-140X290X9M20 2本 2列

M20 2本 2列 90mm - PL-290X150X9 2PL-290X60X9 120mm 2PL-200X170X6M20 2本 1列

H  -440X300X11X18
M20 4本 2列(千鳥) 150mm 40mm PL-440X300X12 2PL-440X110X12 60mm 2PL-320X170X9M20 5本 1列

-

-

休憩室屋根

- - - - - - - -

- -

両端ピン接合(詳細図参照)

一級建築士 第280016号・構造設計一級建築士 第7496号　小林弘典

イン・オリジン一級建築士事務所（福岡県知事登録 第1-60659号）

管 理 建 築 士 設　　　　 計 製　　　　図

資 格 者 氏 名

登　録　番　号

所    在    地

名　　　　 称

摘　　   要

検　　　 印

図 面 名 称

縮　　　 尺

図 面 番 号

設

工 事 名 称

工 事 場 所

発 注 機 関

工 事 年 度

　那覇港管理組合 企画建設部 計画建設課

（株）翁長設計

鉄骨梁・小梁他２次部材断面リスト
A1:S=1/40 A3:S=1/80

　那覇市港町1丁目5番地、204番地

S-

計

者

37

吉 田 　康 平

一 級 建 築 士 大 臣 登 録 第376384号

沖 縄 県 浦 添 市 勢 理 客 3-2-24-201

令和６年度（仮称）新港ふ頭9号上屋建替工事（建築）

備　　　考

M20 9×80 1-M20 97 65 8160BR1
水平ﾌﾞﾚｰｽ

BR2

休憩室屋根水平ﾌﾞﾚｰｽ
JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋かい

水平ﾌﾞﾚｰｽ
JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋かい、溶融亜鉛メッキ

[-125X65X6X8 9×180 6-M20 - 229 245248
鉛直ﾌﾞﾚｰｽ

e
p

e

p
p pb

Px=Py=60

胴縁A C-100X50X20X2.3 A PL-3.2 2-M12(中ﾎﾞﾙﾄ)

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ:aはｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄと同厚・同材質とする。

H-294X200X8X12

Ｈ形鋼サイズ タイプ ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ HTB(本数) 添　板 備　考符　号

G1 B2 PL-9 6(2x3)-M20

H-450X200X9X14

休憩室屋根、溶融亜鉛メッキ不要

G2 B2 PL-9 8(4x2)-M20

タイプＢ２

P
y×

N
4
0

40

Px40

10

ａ nx ﾎﾞﾙﾄ本数
n(nx×ny)

ny

4
0

40

Px40
10

ａ

タイプＡ

凡　例 

40
40

10

4
0

P
y×

N

ａ

タイプＢ タイプＣ

P
y×

N
4
0

4
0

40

401040

40

SPL

ａ

M20 7本 2列(千鳥) 150mm 40mm PL-710X300X12 2PL-710X110X16 60mm 2PL-380X290X12M20 6本 2列

［ 材

1)ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ:aはｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄと同厚・同材質とする。 2)Px=Py=60

H-248X124X5X8G6 B PL-6 2-M16

耐風梁

Hb20

Hb35

Hb35M

H-200X100X5.5X8 B PL-6 2-M16

H-350X175X7X11 B PL-9 4-M16

H-340X250X9X14 B PL-9 4-M16

横使い

横使い

横使い

p

ボルト配列

ボ
ル
ト
本
数

ウェブ添板

g
1

ボ
ル
ト
配
列

フランジ外添板

フランジ外添板

注）添板鋼材は、梁鋼材と同じとする。
ボルト配列

p
p
p

ボ
ル
ト
本
数

フランジ内添板

g
2

g
1

g
2

ボルト本数

ボ
ル
ト
配
列

(
千
鳥
)

フランジ外添板

フランジ外添板

ウェブ添板

[-200X80X7.5X11G0 B PL-9 2-M20

ＣＧ１,ＣＧ１１

全断面

H-440X300X11X18

-

Ｇ０

全断面

[-200X80X7.5X11

-

建方用

H-588X300X12X20

-

N B

Ｇ２

全断面

H-450X200X9X14

-

両端ピン接合(詳細図参照)

溶融亜鉛メッキ不要

Ｇ１１Ａ

中央

Ｇ１２

端部 中央

Ｇ１３

端部 中央

Ｇ１６

休憩室屋根
溶融亜鉛メッキ不要

N B H-440X300X11X18 H -440X300X11X18

- -

端部 中央

Ｇ１４

Ｇ３

端部 中央

H  -588X300X12X20

-

H-440X300X11X18G14A B PL-12 5-M20 溶融亜鉛メッキ不要N B

両端ピン接合

符　号

位　置

備　考

RBL

RBL2 N B H-440X300X11X18 H -440X300X11X18

- -

Y7通端 中央・Y8通端

Ｇ１４Ａ

Y8通側ピン接合

・

無印 : SS400

B : SN400B

A : SM490A

B : SN490B

N

N

C : SN490C(ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ)N

共通事項

鋼材

・ 溶融亜鉛メッキの範囲は伏図及び軸組図による。ただし、完成時にコンクリートに被覆される部分はメッキ不要。

・ HTBはS10T。ただし、母材が溶融亜鉛メッキの場合は溶融亜鉛メッキボルト F8Tとする。

N B -440X300X11X16H

b39A
B PL-9 3-M20

B PL-9 2-M20

下記以外

X1、X14通端

B PL-9 4-M20 Y8通端

Y7通端

H-396X199X7X11

b45 B PL-9 5-M20H-450X200X9X14

JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋かい、溶融亜鉛メッキ



一級建築士 第280016号・構造設計一級建築士 第7496号　小林弘典

イン・オリジン一級建築士事務所（福岡県知事登録 第1-60659号）

管 理 建 築 士 設　　　　 計 製　　　　図

資 格 者 氏 名

登　録　番　号

所    在    地

名　　　　 称

摘　　   要

検　　　 印

図 面 名 称

縮　　　 尺

図 面 番 号

設

工 事 名 称

工 事 場 所

発 注 機 関

工 事 年 度

　那覇港管理組合 企画建設部 計画建設課

（株）翁長設計

鉄骨詳細図（１）
A1:S=1/40 A3:S=1/80

　那覇市港町1丁目5番地、204番地

S-

計

者
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吉 田 　康 平

一 級 建 築 士 大 臣 登 録 第376384号

沖 縄 県 浦 添 市 勢 理 客 3-2-24-201

令和５年度（仮称）新港ふ頭9号上屋建替工事（建築）

9
1
0
0

1
0
0

2
7
0
0

2
0
0

設計GL
1FL

基礎梁天端

1
8
0
0

ﾌｰﾁﾝｸﾞ下端

MBL

RBL(水下)

X7

9500

X6 X8

500 500

5
0

B.PL下端

C2 C1

5
0
0

[-200X80X7.5X11

G0A

650 650

H
-
1
9
4
X
1
5
0
X
6
X9

P20M

G1

H-294X200X8X12

G1

FG1 FG0

650

X5

P35P35A

H
-
3
5
0
X
1
7
5
X
7
X
11

H
-
3
5
0
X
1
7
5
X
7
X
11

C2

RC柱に干渉する範囲は

片側ﾌﾗﾝｼﾞｶｯﾄ

G0

FG0 FG0

1
5
0

EW16 EW16EW16

Hb35M

G.PL-9,HTB2-M20

G.PL-9,HTB6(2x3)-M20

胴縁A:C-100X50X20X2.3

Ｙ７通り鉄骨詳細図 S=1/80

Y99500

V1

V1

[-
12
5X
65
X6
X8

G.PL-9,HTB6-M20

E
x
p
.
J

P20M

F1

P1+P1A

F1 F1X

PL-9

PL-9

PL-9,中ﾎﾞﾙﾄ2-M16

H-340X250X9X14(横使い)

10000

P19 P19 P19

625 325 400

V1

V1

PL-9

V1

Y7

95

柱面

Y1 30000

950

80

Y810000

C2

P35A

C2

W
1
6

X5
RC柱に干渉する範囲は

片側ﾌﾗﾝｼﾞｶｯﾄ

a
a 矢視

FG1FG1

G.PL-6,HTB2-M16

P20M

H
-
1
9
8
X
9
9
X
4
.
5
X7

G1

・ 鋼材 無印 : SS400

B : SN400B

A : SM490A

B : SN490BN N C : SN490C(ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ)N

鋼材は溶融亜鉛メッキとする。但し、完成時にコンクリートに被覆される部分は除く。・

HTBはS10T。ただし、母材が溶融亜鉛メッキの場合は溶融亜鉛メッキボルト F8Tとする。・

G.PL-6,HTB2-M16 G.PL-6,HTB2-M16

G.PL-6,HTB2-M16

G.PL-6,HTB2-M16

PL-28CN

PL-28CN

PL-9

中ﾎﾞﾙﾄ2-M16

P20M

V1

水平ブレースの端部は柱・大梁・小梁のウェブ芯の交点とする。・

水平ブレースが取合う高さは鉄骨制作図により確認し、監理者の承認を得た上で決定すること。・

STP筋貫通用孔

HOOP筋用貫通孔

HOOP筋用貫通孔

HOOP筋用貫通孔

HOOP筋用貫通孔

STP筋貫通用孔

HOOP筋用貫通孔

STP筋

貫通用孔

通芯

95

389 100

95 194 100
(91)(198)

64 350

414 75

64 350
(74) (340)

Y7,X1,X14通り防火区画壁受け材納まり図 S=1/40

Hb35(Hb35M)

P35,P35A

P20M(P19)

柱

胴縁

ALC受け

CT-100X100X5.5X8

(Lﾋﾟｰｽ:L=150)

LGS受け

V1にすみ肉溶接

V1

P19 P19

Hb35M

C-100X50X20X2.3

C-100X50X20X2.3 @600

通芯

P19

ｼｬｯﾀｰ
box

PL-3.2,中ﾎﾞﾙﾄ2-M12

C-100X50X20X2.3 @600

C-100X50X20X2.3

Hb35M

b

b 矢視

シャッターボックス取合詳細図 S=1/80

シャッターボックス

G.PL-3.2,中ﾎﾞﾙﾄ2-M12
G.PL-3.2,中ﾎﾞﾙﾄ2-M12

□-100X100X3.2 @4000以下

LGS受け
□-100X100X3.2 @4000以下

LGS65

LGS受け
□-100X100X3.2 @4000以下

LGS受け
□-100X100X3.2 @4000以下

2G.PL-3.2,中ﾎﾞﾙﾄ2-M12

2G.PL-3.2,中ﾎﾞﾙﾄ2-M12

2G.PL-3.2,中ﾎﾞﾙﾄ2-M12

C1

[-200X80X7.5X11

G0A

H
-
1
9
4
X
1
5
0
X
6
X9

G1

H-294X200X8X12

V1

[-125X65X6X8

V1

PL-9

P20M

HOOP筋用貫通孔

STP筋

貫通用孔

F1

P1 P1A

D.PL-25

D.PL-25

N  H-588X300X12X20B

N  H-700X300X13X24B

P1+P1A P1+P1A

F1X

625325

P1+P1A

650

N
 
 
H
-
5
8
8
X
3
0
0
X
1
2
X2
0

B

6
7
6
0

CG11梁下端



Y1

一級建築士 第280016号・構造設計一級建築士 第7496号　小林弘典

イン・オリジン一級建築士事務所（福岡県知事登録 第1-60659号）

管 理 建 築 士 設　　　　 計 製　　　　図

資 格 者 氏 名

登　録　番　号

所    在    地

名　　　　 称

摘　　   要

検　　　 印

図 面 名 称

縮　　　 尺

図 面 番 号

設

工 事 名 称

工 事 場 所

発 注 機 関

工 事 年 度

　那覇港管理組合 企画建設部 計画建設課

（株）翁長設計

鉄骨詳細図（２）
A1:S=1/40 A3:S=1/80

　那覇市港町1丁目5番地、204番地

S-

計

者
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吉 田 　康 平

一 級 建 築 士 大 臣 登 録 第376384号

沖 縄 県 浦 添 市 勢 理 客 3-2-24-201

令和５年度（仮称）新港ふ頭9号上屋建替工事（建築）

5300

9
1
0
0

1
9
3
0

1
0
0

2
7
0
0

2
0
0

設計GL
1FL

基礎梁天端

1
8
0
0

ﾌｰﾁﾝｸﾞ下端

MBL

RBL(水下)

(水上)

Y7

95

柱面

5
0

B.PL下端

15000

Y4

200

50

5000

J

1445

J

30000

C2 H
-
5
8
8
X
3
0
0
X
1
2
X2
0

200

胴縁A:C-100X50X20X2.3

N B H-588X30
0X12X20

A H-588X30
0X12X20

A H-588X30
0X12X20

B
N

屋根水平ブレース:BR1

50

Ｘ２通り鉄骨詳細図 S=1/80

PL-28CN

PL-28CN

H-440X300X11X18

CG11

6
9
2
0

鉄骨下端(水上)

6
7
6
0

鉄骨下端(水下)

950

G11A

a

2
5

2
5

25 25

はさみ板

a 矢視図

F1

P1A P1

Y1

95

柱面

H
-
1
9
4
X
1
5
0
X
6
X9

P20M

G1
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